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鎌
倉
時
代
に
は
、
滑
石
の
特
徴
を
生
か
し
て
煮
炊
き
に
用
い

る
石
鍋
が
数
多
く
作
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
石
鍋
は
ど
の
地
域
で

も
作
ら
れ
た
わ
け
で
は
な
く
、
滑
石
が
採
取
で
き
る
地
域
に
限

ら
れ
て
お
り
、
主
に
長
崎
県
や
山
口
県
が
当
時
の
生
産
地
で
あ

る
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
作
ら
れ
た
石
鍋
は
、
西

日
本
を
中
心
と
し
た
日
本
各
地
の
遺
跡
か
ら
発
見
さ
れ
て
お

り
、
商
品
と
し
て
流
通
し
て
い
た
こ
と
が
判
明
し
て
い
ま
す
。

町
内
で
も
糸
野
地
区
の
成
じ
ょ
う

道ど
う

寺じ

周
辺
に
か
つ
て
存
在
し
た
と
さ

れ
る
湯ゆ

浅あ
さ

宗む
ね

光み
つ

館
や
か
た

跡あ
と

か
ら
採
集
さ
れ
て
い
ま
す
（
写
真
右
）。

温
石
は
、
元
は
石
鍋
で
あ
っ
た
も
の
が
破
損
し
た
後
に
形

を
変
え
て
再
利
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
多
く
確
認
さ
れ
て
い

ま
す
。
鎌
倉
時
代
に
お
け
る
石
鍋
や
温
石
な
ど
の
滑
石
製
品

は
、
館
や
寺

院
な
ど
有
力

者
が
関
係
し

て
い
た
と
考

え
ら
れ
る
遺

跡
か
ら
発
見

さ
れ
る
こ
と

が
多
く
、
当

時
と
し
て
は

貴
重
な
道
具

で
あ
っ
た
の

で
し
ょ
う
。

遺
跡
の
発
掘
調
査
を
す
る
と
、
ご
く
ま
れ
に
出
土
品
の
中
か
ら

「
温
石
（
お
ん
じ
ゃ
く
）」
と
呼
ば
れ
る
石
の
道
具
が
発
見
さ
れ
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。
写
真
左
は
温
石
と
考
え
ら
れ
る
も
の
で
、
明

恵
上
人
生
誕
地
（
歓
喜
寺
地
区
）
の
駐
車
場
建
設
に
伴
う
発
掘
調

査
で
出
土
し
た
も
の
で
す
。
側
面
が
丁
寧
に
成
形
さ
れ
た
方
形
を

な
し
て
お
り
、
調
査
の
結
果
か
ら
鎌
倉
時
代
の
も
の
で
あ
る
こ
と

が
判
明
し
て
い
ま
す
。

温
石
と
は
現
在
の
携
帯
カ
イ
ロ
に
あ
た
る
も
の
で
あ
り
、
温
め

た
石
を
布
な
ど
で
包
み
込
み
、懐
に
入
れ
て
暖
を
取
る
も
の
で
す
。

小
さ
な
穴
が
開
い
て
い
る
こ
と
が
多
く
、
ひ
も
を
通
し
て
首
か
ら

下
げ
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
昔
の
修
行

僧
が
空
腹
を
し
の
ぐ
た
め
に
温
石
を
懐
に
入
れ
て
い
た
こ
と
が
転

じ
て
、
懐
石
料
理
の
「
懐
石
」
の
語
源
に
も
な
っ
た
と
い
う
説
が

あ
り
ま
す
。

写
真
の
温
石
は
、
滑か
っ

石せ
き

と
い
う
石
が
使
わ
れ
て
い
ま
す
。
滑
石

と
は
、
硬
度
１
と
い
う
最
も
軟
質
の
岩
石
で
あ
り
、
非
常
に
軟
ら

か
い
た
め
加
工
が
し
や
す
く
、
保
温
性
に
優
れ
て
い
る
と
い
う
特

徴
が
あ
り
ま
す
。
ス
ベ
ス
ベ
し
た
手
触
り
が
あ
り
、
質
感
は
ロ
ウ

ソ
ク
に
似
て
い
る
こ
と
か
ら
蠟ろ
う

石せ
き

と
も
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
88

-

町収入の一部とするため有料広告を掲載しています。広告



10
月
6
日
（
日
）、地
域
交
流
セ
ン
タ
ー

（
A
L
E
C
）
で
「
や
す
ら
ぎ
ふ
れ
あ
い

フ
ェ
ス
タ
」
を
開
催
し
ま
し
た
。
イ
ベ
ン

ト
で
は
、
新
井
宗
平
さ
ん
・
咲
さ
ん
、
山

本
か
ず
み
さ
ん
に
よ
る
講
演
会
の
ほ
か
、

つ
く
し
共
同
作
業
所
・
コ
ス
モ
ス
作
業
所

に
よ
る
舞
台
発
表
、
き
び
福
祉
太
鼓
の
演

奏
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。
ま
た
会
場
は
、

有
田
圏
域
の
作
業
所
に
よ
る
物
品
販
売
や

作
業
所
な
ど
の
皆
さ
ま
が
作
っ
た
作
品
展

示
、「
さ
を
り
織
り
」
の
体
験
や
「
フ
ラ

イ
ン
グ
デ
ィ
ス
ク
」
の
ス
ポ
ー
ツ
体
験
で

に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

講
演
会
の
講
師
と
し
て
お
越
し
い
た
だ

い
た
新
井
宗
平
さ
ん
は
元
N
H
K
教
育
テ

レ
ビ
「
た
の
し
い
き
ょ
う
し
つ
」
の
〝
歌

の
お
兄
さ
ん
〞。〝
歌
の
お
姉
さ
ん
〞
と
し

て
活
動
す
る
山
本
か
ず
み
さ
ん
と
と
も
に
、

童
謡
な
ど
を
参
加
者
と
一
緒
に
歌
っ
て
く

れ
ま
し
た
。
講
演
会
の
中
盤
で
は
新
井
宗

平
さ
ん
の
娘
で
ダ
ウ
ン
症
の
咲
さ
ん
も
ス

テ
ー
ジ
に
。
咲
さ
ん
が
歌
詞
を
書
い
た
と

4

1

10

11 13

30

3

11 各イベントなどの詳細は、
☎ 52-2111 にご連絡いただくか、
【　】内の担当までお問い合わせください。
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こんな制度、ご存じですか？
有田川町には障害のあるお子さまとそのご家族を支援するための制

度があります。制度の詳細や申請方法は、やすらぎ福祉課までお問い合
わせください。

●有田川町障害児通所施設遠距離通所補助金
町内外の障害児通所施設までの距離が遠距離の通所に対し、保護者

の負担の軽減と児童の療育の場の確保を図るため、補助金を支給します。
●児童福祉法によるサービス
・児童発達支援

障害のある、または発達につまずきのある未就学児を対象に、
日常生活に必要な動作や知識を指導したり集団生活に必要な適応
訓練を行ったりします。

・放課後等デイサービス
障害のある、または発達につまずきのある就学中の子どもを対

象に、放課後や夏休みなどの長期休暇中に生活能力向上のための
訓練や地域社会との交流促進などを行います。

●特別児童扶養手当
20 歳未満で身体や知的または精神に中程度以上の障害もしくは長

期にわたる安静を必要とする症状にある児童を監護している父もし
くは母、または父母に変わって児童を養育し、主として対象児童の
生計を維持している方に支給されます。
●障害児福祉手当

精神または身体に重度の障害を有するため、日常生活において常時
の介護を必要とする状態にある在宅の 20歳未満の方に支給します。

一緒に活動しませんか？
「有田川町障害児者父母の会」は、障害児者をもつ父母とその障害児
者の方々で構成されています。この会は会員相互の情報交換の場になる
とともに、障害児者の福祉増進を図っています。
主な活動に「ふれあいキャンプ」「療育事業（1泊 2日や日帰りの旅

行）」、和歌山県主催の「親子のつどい」などがあります。

相談窓口
●家庭支援総合センター

町内在住の方で、悩みや困りごと（子育て・DV・発達・就労・ひ
きこもり・人間関係など）のある方、そのご家族・ご友人、支援者
の方からの相談をお受けします。
☎ 32-9762（直通）　問家庭支援総合センター（健康推進課内）
●相談室「ブルーム」
子育てに悩んでいる保護者や学校生活などで悩んでいる子どもの

相談に、臨床心理士が応じます。
町内の保育所や学校に通っている児童・生徒と保護者の方ならど

なたでも相談ができます。なお、事前に予約が必要です。
☎ 52-8002（直通）　問こども教育課（金屋庁舎）
●委託相談支援事業所

障害児の生活に関するさまざまな相談に対して援助を行います。
在宅サービスの利用援助や社会資源の紹介などの相談窓口です。
・有田圏域障害児者相談支援事業所ゆい　☎ 52-7702
・有田地域生活支援センターつくし　　　☎ 52-6161

●身体障害者相談員・知的障害者相談員
身体障害者・知的障害者の身近な問題について相談に応じるとと

もに、町などの関係機関と連携を図ることで問題の解決に協力して
くれます。

い
う
歌
を
宗
平
さ
ん
・
山
本
さ
ん
の
演
奏

に
合
わ
せ
て
咲
さ
ん
が
歌
い
ま
し
た
。

宗
平
さ
ん
は
「『
あ
な
た
が
い
る
か
ら

こ
ん
な
に
幸
せ
だ
よ
』
と
伝
え
る
こ
と

が
、
大
切
な
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
」「
今

日
の
こ
の
幸
せ
は
、
こ
こ
に
み
ん
な
が
い

る
か
ら
で
す
。
生
ま
れ
て
く
れ
て
あ
り
が

と
う
」
と
、
会
場
に
い
る
皆
さ
ま
に
向
け

て
温
か
い
笑
顔
で
何
度
も
伝
え
ら
れ
て
い

ま
し
た
。

10
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10 月 5日（土）「狭霧 ( さぎり ) ウォーク in しみず」を開催し、絶好のウォーキング日和の中１５人の
参加者が清水地域約 6kmの道のりをウォーキングしました。
木工等体験センターや体験交流工房わらしなどの観光施設を散策したりご利益スポットを巡ったりした
参加者の皆さま。お昼ご飯にはピザ焼き体験で参加者オリジナルのピザを作りました。さらに清水 (しみず )
庵 ( あん ) で名物スイーツ “あてかわ ” を堪能するなど、盛りだくさんのコースに参加者は、「楽しい時間を
過ごせた」「また来たい」と秋の清水を満喫された様子でした。

地域における消防防災体制の中核的存在とし
て活動する消防団の装備の充実を図るため、消防
団救助能力向上資機材として、町内全域の消防団
へチェーンソー 82台を配備することとなり、こ
のたび保江消防団長（左から 2人目）に中山町
長（左から 1人目）が交付しました。
交付を受けた保江団長は、消防団を代表し「自然災

害などの消防活動には必要な装備で、今後は地域の為
消防団活動に精勤します」と謝辞を述べられました。

おすすめの本を５分間で紹介し、観客の多数決
で一番読みたい本、「チャンプ本（チャンピオン
と本をかけた造語）」を決めるイベント「ビブリ
オバトル」。9月 16日（月・祝）、地域交流センター
（ALEC）でその有田郡大会が開催され、本町の中
学校から９人が参加しました。それぞれ個性あふ
れる発表で本の魅力を紹介し、金屋中学校の２人
が県大会への出場権を獲得しました。県大会は、
12月 15日（日）に県立図書館で開催されます。
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髙居利和さん（明王寺）（写真右）
10月 7日（月）、県民交流プラザ和歌山ビッグ愛で

令和元年度和歌山県社会福祉功労者表彰式が執り行わ
れ、髙居利和さんに和歌山県知事から感謝状が贈呈さ
れました。

株式会社古勝（天満）代表取締役社長寺村公博様より、
子ども用プールやカラートンネルなど 3品の寄贈を賜
りました。これらは簡単に設置できるため親子教室な
どで子どもたちが楽しく遊べるように活用させていた
だきます。
寺村様には平成 26年度（2014 年度）から毎年、車
椅子やチャイルドシートなどの寄贈を賜っております。
ありがとうございます。

9月 29日（日）、吉備浄化センター（水ホタル）
で「下水道フェス有田川　～清らかな流れを未
来へ～」を開催しました。
当日は大勢の皆さまがお越しくださり、スタ

ンプラリーなどのイベントを楽しんでいただき
ながら、普段目にすることの少ない施設を見学
していただきました。公共用水域保全の大切さ
について知っていただくいい機会となりました。

またこのイベントには、奈良県大和郡山市か
らプレゼントされた金魚 3,000 匹の金魚すくい
ができるブースも設置されました。この金魚は
昨年に引き続き、大和郡山市に鈴虫愛好会の皆
さまがスズムシを寄贈し、そのお礼にと当町に
贈られたものです。

【左下写真】鈴虫愛好会の皆さまが奈良県郡山市の郡山城跡でスズ
ムシの贈呈を行った際の写真

【右下写真】金魚すくいコーナーの様子
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健
全
か
否
か
の
指
標

「
健
全
化
判
断
比
率
」「
資
金
不

足
比
率
」
は
、
地
方
公
共
団
体
の

財
政
が
健
全
か
を
チ
ェ
ッ
ク
す
る

た
め
の
指
標
で
す
。

表
に
記
載
し
て
い
る
①
〜
④
の

比
率
に
つ
い
て
、「
早
期
健
全
化

基
準
（
イ
エ
ロ
ー
カ
ー
ド
）
を
超

え
て「
早
期
健
全
化
団
体
」に
な
っ

た
場
合
は
「
財
政
健
全
化
計
画
」

を
、
⑤
の
基
準
を
超
え
た
場
合
は

「
経
営
健
全
化
計
画
」
を
策
定
し
、

そ
れ
ぞ
れ
の
計
画
に
従
っ
て
、
財

政
の
健
全
化
に
取
り
組
む
こ
と
に

な
り
ま
す
。

ま
た
、
財
政
再
生
基
準
（
レ
ッ

ド
カ
ー
ド
）
を
超
え
、
財
政
破
綻

状
態
で
あ
る
「
財
政
再
生
団
体
」

に
な
っ
た
場
合
は
「
財
政
再
生
計

画
」
を
策
定
し
、
国
や
県
の
関
与

に
よ
る
確
実
な
財
政
の
再
生
が
求

め
ら
れ
ま
す
。

有
田
川
町
の
現
状

①
実
質
赤
字
比
率

一
般
会
計
な
ど
の
実
質
赤
字

額
の
標
準
財
政
規
模
に
対
す
る

割
合
を
示
す
指
標
。
平
成
30
年
度

（
2
0
1
8
年
度
）
決
算
で
は
、

実
質
収
支
額
が
黒
字
の
た
め
、
赤

字
額
は
あ
り
ま
せ
ん
。

②
連
結
実
質
赤
字
比
率

一
般
会
計
な
ど
に
加
え
、
公
営

企
業
会
計
を
含
め
た
全
て
の
会
計

の
実
質
赤
字
額
の
標
準
財
政
規
模

に
対
す
る
割
合
を
示
す
指
標
。
①

と
同
様
、
赤
字
額
は
あ
り
ま
せ
ん
。

③
実
質
公
債
費
比
率

公
債
費
（
借
入
金
の
元
利
償
還

金
）
の
水
準
を
測
る
指
標
で
、
一

般
会
計
な
ど
が
負
担
す
る
全
て
の

会
計
の
公
債
費
の
標
準
財
政
規
模

に
対
す
る
比
率
。

交
付
税
算
入
率
の
高
い
有
利
な

起
債
を
中
心
と
し
て
発
行
し
て
い

る
が
、
合
併
特
例
債
や
公
共
下
水

道
事
業
に
係
る
地
方
債
の
元
利
償

還
金
が
増
加
傾
向
に
あ
る
た
め
、

比
率
が
１.

３
ポ
イ
ン
ト
上
が
り

ま
し
た
。

④
将
来
負
担
比
率

一
般
会
計
な
ど
に
加
え
、
公
営

企
業
会
計
・
一
部
事
務
組
合
・
広

域
連
合
・
土
地
開
発
公
社
・
第
三

セ
ク
タ
ー
な
ど
を
含
め
た
負
債
の

う
ち
、
一
般
会
計
な
ど
が
将
来
負

担
す
べ
き
実
質
的
な
負
債
の
標
準

財
政
規
模
に
対
す
る
割
合
を
示
す

指
標
。

銀
行
等
資
金
の
繰
り
上
げ
償
還

を
実
施
し
、
地
方
債
残
高
が
減
少

し
た
こ
と
で
６.

４
ポ
イ
ン
ト
改

善
さ
れ
た
が
、
今
後
も
計
画
的
な

事
業
の
実
施
に
よ
っ
て
地
方
債
残

高
の
抑
制
が
必
要
で
す
。

⑤
資
金
不
足
比
率

公
営
企
業
会
計
の
資
金
不
足
額

の
事
業
規
模
に
対
す
る
比
率
。
平

成
30
年
度
（
2
0
1
8
年
度
）
も

全
て
の
公
営
企
業
会
計
に
資
金
不

足
が
生
じ
て
い
ま
せ
ん
。

18
11

8.

4

{

◆
◆
◆

11
月
の
行
政
相
談

●
11
月
20
日
（
水
）

・
金
屋
文
化
保
健
セ
ン
タ
ー
　 

9
時
〜
12
時

問
総
務
課
（
吉
備
庁
舎
）

◆
◆
◆

児
童
虐
待
は
社
会
全
体
で

解
決
す
べ
き
問
題
で
す

11
月
は「
児
童
虐
待
防
止
推
進
月
間
」で
す
。

●
児
童
虐
待
と
は
／
4
種
類
に
分
類
さ

れ
、
例
と
し
て
は
次
の
よ
う
な
も
の
が

あ
り
ま
す
。

・
身
体
的
虐
待
／
殴
る
・
蹴
る
・
や
け
ど

を
さ
せ
る
・
激
し
く
揺
さ
ぶ
る
な
ど

・
性
的
虐
待
／
子
ど
も
へ
の
性
的
行
為
、

性
的
行
為
を
見
せ
る
な
ど

・
心
理
的
虐
待
／
言
葉
に
よ
る
脅
し
、
無

視
、
兄
弟
間
で
の
差
別
的
扱
い
、
子
ど

も
が
D
V
を
目
撃
す
る
な
ど

・
ネ
グ
レ
ク
ト
／
適
切
な
衣
食
住
の
世
話

を
し
な
い
、
病
気
に
な
っ
て
も
病
院
へ

連
れ
て
行
か
な
い
な
ど

●
「
も
し
か
し
て
」
と
思
っ
た
ら
連
絡
を

「
虐
待
を
受
け
た
と
思
わ
れ
る
子
ど
も

が
い
る
」「
自
分
自
身
が
出
産
や
子
育
て

に
悩
ん
で
い
る
」「
子
育
て
に
悩
む
親
が

い
る
」な
ど
の
場
合
は
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

な
お
、
連
絡
者
や
連
絡
内
容
に
関
す
る
秘

密
は
守
ら
れ
ま
す
。

●
連
絡
先

・
児
童
相
談
所
全
国
共
通
ダ
イ
ヤ
ル

☎
１
８
９

・
有
田
川
町
家
庭
支
援
総
合
セ
ン
タ
ー

☎
０
８
０
‐
８
９
４
１
‐
５
１
３
７

問
家
庭
支
援
総
合
セ
ン
タ
ー（
金
屋
庁
舎
）

◆
◆
◆

有
田
地
方

国
登
録
有
形
文
化
財
め
ぐ
り

有
田
地
方
に
所
在
す
る
国
の
登
録
有
形

文
化
財
に
つ
い
て
、
有
田
市
・
湯
浅
町
と

の
共
催
で
公
開
し
ま
す
。
公
開
文
化
財

は
、
紀
州
み
か
ん
産
業
の
始
ま
り
と
言
わ

れ
る
伊
藤
家
、
戦
時
中
は
軍
の
宿
舎
に
も

な
っ
た
湯
浅
小
学
校
講
堂
、
天
保
11
年

（
１
８
４
０
年
）
創
業
の
造
り
酒
屋
で
あ

る
髙
垣
酒
造
で
す
。
ご
興
味
の
あ
る
方
は

ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

●
公
開
日
／
11
月
30
日
（
土
）

●
公
開
文
化
財
・
公
開
時
間

①
伊
藤
家
住
宅
（
有
田
市
糸
我
町
）
13
時

〜
14
時

②
湯
浅
小
学
校
講
堂
（
湯
浅
町
湯
浅
）
14

時
30
分
〜
15
時

③
髙
垣
酒
造
（
有
田
川
町
小
川
）
15
時
30

分
〜
16
時
30
分

●
申
し
込
み
方
法
／
社
会
教
育
課
ま
で
電

話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。そ
の
際
、

見
学
希
望
の
文
化
財
番
号
を
お
伝
え
く

だ
さ
い
。

●
申
込
締
切
日
／
11
月
18
日
（
月
）

※
申
し
込
み
多
数
の
場
合
は
抽
選
を
行
う

こ
と
が
あ
り
ま
す
。

問
社
会
教
育
課
（
金
屋
庁
舎
）

◆
◆
◆

令
和
元
年
分 

年
末
調
整
説
明
会
・

消
費
税
軽
減
税
率
制
度
説
明
会

令
和
元
年
分
の
年
末
調
整
の
し
か
た
、
法

定
調
書
な
ど
の
提
出
お
よ
び
消
費
税
軽
減
税

率
制
度
に
つ
い
て
、
説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。

●
日
時
／
11
月
18
日
（
月
）
10
時
〜
12
時

●
対
象
者
／
有
田
川
町
民
の
方

●
会
場
／
湯
浅
納
税
協
会
3
階
会
議
室

（
湯
浅
町
湯
浅
２
４
３
０
‐
７
７
）

●
主
催
／
湯
浅
税
務
署
・
公
益
社
団
法
人

湯
浅
納
税
協
会

問
湯
浅
税
務
署
　
☎
６
３
‐
５
３
５
１

4



有田川町では多くの児童・生徒の皆さんが、授業の一環として「認知症サポーター養成講座」を受講し、

認知症を正しく理解できるよう取り組んでくれています。講座では認知症の方だけではなく、友達や家族な

ど、誰に対しても優しい気持ちで接することの大切さについても話し合われました。

9月 21 日（土）、「認とも arida2019」を地域交流

センター（ALEC）で開催し、500 人を超える皆さま

にご参加いただきました。

イベントでは、大阪大学医学系研究科准教授 山川

先生による「認知症の人から学ぶ地域共生のためのま

ちづくり」と題した講演や有田地方で見守りや地域づ

くり活動に取り組んでいる方々とのシンポジウムが行

われました。

また、認知症サポーター養成講座を受講した小学生

から「自分が感じたこと、自分ができること」につい

ての意見発表が行われました。

【上写真】写真前列＝御霊小学
校 6年　吉田 香里奈さん、
写真後列（向かって左か
ら）＝田殿小学校 6年　宮
﨑 心歩さん・土井 歩佳さ
ん、御霊小学校 6年　大谷 
莉子さん

【下写真】参加者の集合写真

6月 20日（木）石垣小学校 6年生

6月 27日（木）御霊小学校 6年生松組

6月 27日（木）有田中央高等学校清水分校 3年生

7月 4日（木）田殿小学校 6年生 8月 28日（水）石垣中学校 3年生

6月 27日（木）御霊小学校 6年生竹組

4

第
37
回「
人
権
の
花
運
動
」受
賞
！

人
権
と
は
、
誰
も
が
生
ま
れ
な
が
ら
に

持
っ
て
い
る
、
幸
せ
に
生
き
る
た
め
の
固

有
の
権
利
で
す
。
全
て
の
人
は
、
人
種
・

民
族
・
性
別
な
ど
に
関
係
な
く
人
と
し
て

尊
重
さ
れ
、
自
由
・
平
等
で
差
別
さ
れ
な

い
権
利
が
あ
り
ま
す
。

毎
年
、
人
権
機
関
有
田
川
で
は
人
権
意

識
の
育
成
と
高
揚
を
図
る
こ
と
を
目
的
に

人
権
啓
発
標
語
の
募
集
を
行
っ
て
い
ま

す
。今

年
度
は
「
希
望
（
き
ぼ
う
）」
を
テ
ー

マ
に
募
集
し
た
と
こ
ろ
、
小
学
生
の
部

４
８
５
点
・
中
学
生
の
部
６
０
７
点
・
一

般
の
部
14
点
の
応
募
が
あ
り
ま
し
た
。
た

く
さ
ん
の
ご
応
募
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。
次
に
優
秀
作
品
を
ご
紹
介
い
た
し

ま
す
。

 

人
権
啓
発
標
語
受
賞
作
品

●
小
学
生
の
部

最
優
秀
賞

希
望
も
ち

　
　
明あ

日す

へ
の
一
歩
　
ふ
み
出
そ
う

田
殿
小
学
校
6
年
　
生
駒 

朱
莉

優
秀
賞

あ
の
と
き
の
　
き
ぼ
う
に
み
ち
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
き
み
の
か
お

御
霊
小
学
校
5
年
　
松
本 

琉
果

●
中
学
生
の
部

最
優
秀
賞

未
来
へ
と
　
希
望
と
夢
を
　
輝
か
せ

金
屋
中
学
校
1
年
　
山
﨑 

心
結

優
秀
賞

ま
だ
で
き
る

　
ま
っ
す
ぐ
な
想
い
に
　
希
望
あ
り

吉
備
中
学
校
1
年
　
田
村 

海
菜

●
一
般
の
部

最
優
秀
賞

つ
か
め
る
さ
　
希
望
の
光
　
誰
に
で
も

井
口
地
区
　
花
田 

和
香
菜

優
秀
賞

夢
ひ
と
つ

　
だ
れ
も
が
持
っ
て
る
　
希
望
の
種た

ね

有
田
中
央
高
等
学
校
清
水
分
校
3
年

高
垣 

友
哉

お
知
ら
せ

 

人
権
特
設
相
談
所

11
月
21
日
（
木
）、
人
権
特
設
相
談
所

を
開
設
し
ま
す
。
相
談
は
無
料
で
、
秘
密

は
厳
守
さ
れ
ま
す
。

●
場
所
／
清
水
会
館

●
時
間
／
13
時
〜
16
時

   

和
歌
山
県 

特
設
人
権
相
談

●
日
時
／
12
月
8
日
（
日
）
13
時
30
分
〜

16
時
30
分
（
1
件
あ
た
り
30
分
程
度
）

●
場
所
／
和
歌
山
県
民
文
化
会
館
5
0
3

会
議
室（
和
歌
山
市
小
松
原
通
１
‐
１
）

●
申
し
込
み
／
和
歌
山
県
庁
人
権
政
策
課

ま
で
電
話
ま
た
は
フ
ァ
ク
ス
で
ご
予
約

く
だ
さ
い
。
11
月
8
日
（
金
）
9
時
か

ら
受
け
付
け
開
始
。

☎
０
７
３
‐
４
４
１
‐
２
５
６
３

フ
ァ
ク
ス 

０
７
３
‐
４
３
３
‐
４
５
４
０

 

女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
強
化
週
間

●
期
間
／
11
月
18
日（
月
）〜
11
月
24
日（
日
）

●
時
間
／
8
時
30
分
〜
19
時
（
土
日
は
10

時
〜
17
時
）

●
電
話
番
号
／
０
５
７
０
‐
０
７
０
‐

８
１
０
（
全
国
共
通
ナ
ビ
ダ
イ
ヤ
ル
）

●
相
談
内
容
な
ど
／
夫
・
パ
ー
ト
ナ
ー
か
ら

の
暴
力
や
ス
ト
ー
カ
ー
、
セ
ク
ハ
ラ
な
ど

の
女
性
を
め
ぐ
る
人
権
に
関
す
る
こ
と

を
な
ん
で
も
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
相
談
は

無
料
で
、
秘
密
は
厳
守
さ
れ
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ
／
和
歌
山
地
方
法
務
局
・

和
歌
山
県
人
権
擁
護
委
員
連
合
会
　
☎

０
７
３
‐
４
２
２
‐
５
１
３
１

人
権
を
考
え
る
強
調
月
間

（
１１
月
１１
日
〜
１２
月
１０
日
）

第 37回「和歌山県小学校人権の花運動」（和歌山県人権啓発活動ネットワーク協議会主催）で
安諦小学校が優秀賞を、また藤並小学校と鳥屋城小学校が奨励賞を受賞しました。

鳥屋城小学校 藤並小学校 安諦小学校

4



合
併
症
を
引
き
起
こ
し
ま
す
。

日
本
人
の
糖
尿
病
患
者
の
約
9
割
は
2

型
糖
尿
病
で
、
イ
ン
ス
リ
ン
の
働
き
が
十

分
で
な
く
な
る
こ
と
に
よ
っ
て
起
こ
り
ま

す
。
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
摂
り
過
ぎ
や
運
動
不

足
、
お
酒
の
飲
み
す
ぎ
、
ス
ト
レ
ス
な
ど

と
い
っ
た
生
活
習
慣
が
主
な
原
因
と
さ
れ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
遺
伝
的
な
要
素
も
あ

り
ま
す
。

 

怖
い
合
併
症

糖
尿
病
の
３
大
合
併
症
は
、
①
手
足
の

し
び
れ
な
ど
末
梢
神
経
の
病
気
（
糖
尿
病

神
経
障
害
） 

②
目
の
病
気（
糖
尿
病
網
膜
症
） 

③
腎
臓
の
病
気（
糖
尿
病
腎
症
）―
―
で
す
。

血
糖
値
やH

bA1c

（
ヘ
モ
グ
ロ
ビ
ン

エ
ー
ワ
ン
シ
ー
）
の
値
が
高
い
状
態
が
続

く
こ
と
に
よ
り
細
い
血
管
が
傷
つ
け
ら

れ
、
合
併
症
を
発
症
し
ま
す
。

他
に
も
、
大
き
な
血
管
の
動
脈
硬
化
が

進
行
し
て
心
臓
病
や
脳
卒
中
の
リ
ス
ク
も

高
ま
り
ま
す
。

 

予
防
・
改
善
の
ポ
イ
ン
ト

糖
尿
病
の
予
防
に
は
、
日
頃
の
生
活
習
慣

糖
尿
病
は
今
や
世
界
の
成
人
人
口
の
お

よ
そ
8
．
8
％
と
な
る
4
億
1
5
0
0
万

人
が
抱
え
る
病
気
で
す
。
一
般
的
に
死
に

至
る
病
気
と
の
認
識
は
薄
い
で
す
が
、
年

間
5
0
0
万
人
以
上
が
糖
尿
病
の
引
き

お
こ
す
合
併
症
な
ど
が
原
因
で
死
亡
し
て

い
ま
す
。
こ
れ
は
世
界
の
ど
こ
か
で
6
秒

に
1
人
が
糖
尿
病
に
関
連
す
る
病
で
命
を

奪
わ
れ
て
い
る
計
算
と
な
り
ま
す
。

平
成
28
年
（
2
0
1
6
年
）
に
実
施

さ
れ
た
糖
尿
病
実
態
調
査
に
よ
る
と
、
日

本
に
は
約
1
0
0
0
万
人
の
「
糖
尿
病

が
強
く
疑
わ
れ
る
人
」
が
存
在
し
ま
す
。

さ
ら
に
、「
糖
尿
病
の
可
能
性
を
否
定
で

き
な
い
人
」
も
約
1
0
0
0
万
人
お

り
、
合
計
で
総
人
口
の
15
％
を
超
え
る
約

2
0
0
0
万
人
の
糖
尿
病
患
者
お
よ
び

予
備
群
が
い
る
と
推
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

 

糖
尿
病
と
は

糖
尿
病
は
、
膵す
い

臓ぞ
う

か
ら
分
泌
さ
れ
る
イ

ン
ス
リ
ン
が
不
足
し
た
り
働
き
が
悪
く

な
っ
た
り
す
る
こ
と
に
よ
り
、
慢
性
的
に

高
血
糖
に
な
っ
た
状
態
の
こ
と
で
、
自
覚

症
状
が
な
い
ま
ま
進
行
し
、
さ
ま
ざ
ま
な

が
大
切
で
す
。
食
べ
過
ぎ
や
脂
肪
の
摂
り
過

ぎ
に
注
意
し
、
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
食
事
を

心
が
け
ま
し
ょ
う
。
ま
ず
は
食
事
の
最
初
に

小
鉢
一
杯
分
の
野
菜
を
ゆ
っ
く
り
食
べ
始
め

て
み
る
こ
と
も
、
血
糖
値
の
上
昇
や
食
べ
過

ぎ
の
予
防
に
つ
な
が
り
ま
す
。

ま
た
、
体
を
動
か
す
機
会
を
増
や
し
ま

し
ょ
う
。
い
つ
で
も
ど
こ
で
も
手
軽
に
で

き
る
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
は
、肥
満
を
解
消
し
、

血
糖
値
を
下
げ
る
効
果
も
あ
り
ま
す
。

定
期
的
に
健
診
を
受
け
て
自
分
の
血
糖

値
を
知
る
こ
と
も
大
切
で
す
。
日
頃
か
ら

血
糖
値
が
高
い
人
は
そ
の
ま
ま
に
せ
ず
、

医
療
機
関
に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

 

健
診
を
受
け
ま
し
ょ
う

40
〜
74
歳
の
有
田
川
町
国
民
健
康
保
険

加
入
者
の
方
は
、
特
定
健
診
が
無
料
で
受

け
ら
れ
ま
す
（
人
間
ド
ッ
ク
な
ど
の
場
合

に
は
自
己
負
担
が
必
要
で
す
）。

受
診
の
方
法
は
3
つ
あ
り
ま
す
。
詳
細
は

健
康
推
進
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

①
集
団
健
診
／
が
ん
検
診
と
セ
ッ
ト
で
受

診
で
き
ま
す
。

②
個
別
健
診
／
有
田
郡
市
内
で
契
約
し
て

い
る
医
療
機
関
で
受
診
で
き
ま
す
。

③
人
間
ド
ッ
ク
・
脳
ド
ッ
ク
／
契
約
医
療

機
関
で
受
診
で
き
ま
す
。
ド
ッ
ク
健
診

料
の
約
8
割
の
費
用
助
成
が
あ
り
ま

す
。

開設日時など
子育て悩み事相談 月曜日（要予約） 8:30 ～ 17:15

子育て相談・ほっとルーム 
＆お外遊び 火曜日～木曜日 9:00 ～ 11:00・13:30 ～ 16:30

あそびのひろば
●第 1・第 3金曜日／ 0～ 1歳半 
●第 2・第 4金曜日／ 1歳半～就学前 
※第 5金曜日はお休みです

10:00 ～ 11:30（9:30 受け付け開始） 

14:00 ～ 15:00（13:30 受け付け開始）

「たまてばこ」さんの 
絵本の読み聞かせ

奇数月の第 1金曜日（午前の「あそびのひろば」）／ 0～ 1歳半
偶数月の第 2金曜日（午前の「あそびのひろば」）／ 1歳半～就学前

にこにこひろば 
（1歳半～）

●第 4水曜日（11 月 27 日）10:00 ～ 11:00 
　※ 9:30 受け付け開始　※受け付け後、10:00 まで自由遊び 
●内容／サーキットあそび
●場所／金屋文化保健センター

●場所（にこにこひろば以外）／子育て支援センター（旧きび中央保育所）
　☎ 090-7966-7697・52-5474（ファクス兼用）

ベビーサイン体験会
●日時／ 11 月 25 日（月）10:00 ～ 11:00
●場所／子育て支援センター
●講師／一般社団法人日本ベビーサイン協会
ベビーサイン認定講師　杉山江里子さん

●対象／親子（子どもは6カ月～1歳半くらい）
●定員／ 20 組（先着順）　●参加費／無料
●申し込み予約／事前に子育て支援センター
への申し込みが必要。11 月 5日（火）9:00
から受け付け開始（先着順）。

※定員に達し次第受け付け終了。

健康みちしるべ

11
月
4
日
は
世
界
糖
尿
病
デ
ー

健
康
推
進
課
（
金
屋
庁
舎
）

清
水
行
政
局
住
民
福
祉
室

4

問

ちいさな駅美術館～ Ponte del Sogno ～

長 新太　原画展
11/1（金）～ 12/27（金）
時間／平日 10:00 ～ 19:00、

土日祝 10:00 ～ 17:00
※月曜日休館
（祝日の場合は翌日休館）
※ 11 月 29 日（金）は臨時休館日
※最終日は 15:00 で終了

新着図書案内
■一般書
黙秘犯　……………………………　翔田寛／著
震える天秤　……………………　染井為人／著
トリガー 上 / 下　…………………　真山仁／著
私は幽霊を見ない　……………　藤野可織／著
三匹の子豚　……………………　真梨幸子／著
百
も

舌
ず

落とし　………………………　逢坂剛／著
至
し

誠
せい

の残
ざん

滓
し

　………………………　矢野隆／著
欺
だま

す衆
しゅ

生
じょう

　………………………　月村了衛／著
命あれば　……………………　瀬戸内寂聴／著
飛雲のごとく　………………　あさのあつこ／著
カインは言わなかった　…………　芦沢央／著
熱源　……………………………　川越宗一／著
盲
もう

剣
けん

楼
ろう

奇
き

譚
たん

　……………………　藤野可織／著

■児童書
あなあなはてな　………　はらぺこめがね／作
うんがよくなりますように おとうとうさぎ !
　 …　 ヨ ン ナ・ ビ ョ ル ン シ ェ ー ナ ／ 作
おはよう おやすみ ぼくの せかい
…　マーガレット・ワイズ・ブラウン／作　ローレン・ロング／絵
だいすきな先生へ　
…　デボラ・ホプキンソン／作　 ナンシー・カーペンター／絵
ヤービの深い秋　…　梨木香歩／作　小沢 さかえ／絵

　11 月 29 日（金）は蔵書点検のため有田川 Library 全館臨時休
館日となります。
図書の返却には、ブックポスト（ALEC・金屋図書館・しみず

図書室に設置）をご利用ください。

11 月の移動図書館
11月 1日（金）　西ケ峯小学校　　15:25～15:45
11月 6日（水）　小川小学校　　　13:00～13:30

　こころの医療センター　14:10～14:30
11月13日（水）　安諦小学校　　　12:40～13:00

　しみず園　　　　15:30～16:00
11月15日（金）　西ケ峯小学校　　15:25～15:45
11月19日（火）　小川小学校　　　13:00～13:30
11月20日（水）　こころの医療センター　14:10～14:30
11月21日（木）　鳥屋城小学校　　13:00～13:30
11月26日（火）　石垣小学校　　　13:00～13:30

11 月のイベント
■おはなしマラソン
①日時／11月 9日（土）10:30～（約30分間）
場所／金屋図書館

②日時／ 11 月 2日（土）、16 日（土）
いずれも 10:30 ～（約 30 分間）

場所／ちいさな駅美術館

■おひざでだっこのおはなし会
日時／ 11 月 12 日（火）10:00 ～ 11:00
場所／金屋図書館
対象／ 4カ月～ 2歳児

■えほんルーム
日時／ 11 月 7日（木）、10 日（日）

いずれも 10:00 ～ 12:00
場所／金屋図書館

■えほんひろば
日時／ 11 月 24 日（日）10:00 ～ 16:00
場所／ ALEC 内廊下

申し込み不要
・参加費無料

4



令和 2年（2020 年）1月 15 日（水）
8:00 ～ 9:00　金屋文化保健センター

特定・胃・大腸・胸部・前立腺・乳房

令和 2年（2020 年）1月 26 日（日）
8:00 ～ 9:00　きびドーム

特定・胃・大腸・胸部・前立腺・乳房

令和 2年（2020 年）2月 16 日（日）
8:00 ～ 9:00　金屋文化保健センター

特定・胃・大腸・胸部・前立腺・乳房・子宮

集団健診は
事前に申し込みが必要です！

申し込みは健康推進課（金屋庁舎）ま
たは清水行政局住民福祉室まで。
また、年齢・健康保険の種類によって
受診できる内容が異なります。

11 月 6 日（水）・12 月 4日（水）

　■場所／金屋文化保健センター

11 月 25 日（月）

　■場所／清水保健センター

11 月 7日（木）金屋文化保健センター
11 月 11 日（月）清水保健センター
11 月 14 日（木）金屋文化保健センター
11 月 21 日（木）金屋文化保健センター
11 月 28 日（木）金屋文化保健センター
12 月 2日（月）清水保健センター
12 月 5日（木）金屋文化保健センター

4 カ月児健診［令和元年（2019 年）7月生まれ］
　11 月 26 日（火）13:00 ～ 13:15

10 カ月児健診［平成 30 年（2018 年）12 月生まれ］
　11 月 5日（火）12:30 ～ 12:45

1 歳 6カ月児健診［平成 30 年（2018 年）3月生まれ］
　11 月 20 日（水）12:45 ～ 13:00

2 歳児健診［平成 29 年（2017 年）8月生まれ］
　11 月 27 日（水）12:45 ～ 13:00

3 歳 6カ月児健診［平成 28 年（2016 年）4月生まれ］
　11 月 13 日（水）12:45 ～ 13:00

■場所／金屋文化保健センター

11 月 11 日（月）・12 月 2日（月）

■場所／清水保健センター

実施時間

9:00～11:00

実施時間

9:00～
11:00

実施時間

9:00～11:00

医療費状況（令和元年（2019 年）9月）

9 月 18 日（水）、八幡小学校の 3・4年生があら
ぎ島で稲刈り体験を行いました。有田中央高等学校
清水分校の1・2年生も一緒に参加して作業を手伝っ
てくれました。５月に植えた苗が立派に育って、い
よいよ収穫です。体験後は「刈った稲を束ねるのが
難しかったけれど、鎌で刈るのが気持ちよかったで
す」「最初は鎌が怖かったですが、上手に刈れてう
れしかった」などの感想が児童から発表されました。
ご指導いただいた JA ありだの皆さま、あらぎ島
保存会の皆さま、ご協力いただいた地域の皆さま、
ありがとうございました。

9月 14 日（土）秋晴れのもと、今年も運動会が
開催されました。地域の皆さまが大勢応援に駆けつ
けてくれました。今年は、来町中だったパーマスト
ン校の生徒も参加。例年にも増して盛大で活気のあ
る、国際色豊かな運動会になりました。中高生の一
生懸命走る姿、おみやげ競争に参加した小学６年生
の緊張した顔、楽しそうな笑顔、気合い一杯の “ 八
中ソーラン ”、パワフルな PTA の障害物競走など、
全てが感動そのもの。参加者の力が結集され、生徒
達が思う存分輝いた運動会は、きっとそれぞれの心
に深く刻まれたことでしょう。

オーストラリアのパーマストン校の生徒 17人と
教員 4人、計 21 人 が、9月 18 日（水）に金屋中
学校を訪問し、中学生と一緒に授業交流を行いまし
た。
1年生は日本の伝統的な玩具遊びで、2年生は英
語の授業とドッジボールで、3年生は英語の授業と
事前に収穫したトウモロコシを使ってのポップコー
ン作り（技術の授業）で交流しました。
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こ
れ
か
ら
の
季
節
、
空
気
が
乾
燥
し
、

火
災
が
発
生
し
や
す
い
時
季
と
な
り
ま

す
。
こ
れ
を
受
け
、
毎
年
11
月
９
日
か
ら

15
日
ま
で
「
秋
季
全
国
火
災
予
防
運
動
」

が
実
施
さ
れ
ま
す
。

こ
の
運
動
は
、
火
災
予
防
へ
の
心
構
え

を
呼
び
か
け
る
こ
と
で
、
火
災
の
発
生
を

防
止
し
、
火
災
に
よ
る
被
害
を
防
ぐ
こ
と

を
目
的
と
し
て
、
全
国
一
斉
に
実
施
さ
れ

て
い
ま
す
。

消
防
本
部
で
は
、
火
災
防
御
訓
練
を
は

じ
め
、
街
頭
啓
発
な
ど
の
火
災
予
防
に
関

連
す
る
各
種
行
事
を
実
施
し
ま
す
。

２
０
１
９
年
度
全
国
統
一
防
火
標
語

は
、「
ひ
と
つ
ず
つ
　
い
い
ね
！
で
確
認 

火
の
用
心
」
で
す
。

住
宅
火
災
の
発
生
や
逃
げ
遅
れ
を
防

ぎ
、
命
を
守
る
た
め
に
住
宅
火
災
警
報
器

を
設
置
し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
日
頃
か
ら

火
の
元
に
は
十
分
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

今
年
度
も
火
災
予
防
啓
発
の
一
環
と
し

て
、
火
災
予
防
に
関
す
る
「
標
語
・
俳
句
・

短
歌
・
川
柳
」
を
募
集
し
ま
す
。

日
頃
の
生
活
の
中
で
火
災
予
防
を
呼
び

か
け
る
標
語
な
ど
、
形
式
、
様
式
の
指
定

は
特
に
あ
り
ま
せ
ん
。
入
選
さ
れ
た
方
に

は
記
念
品
を
贈
呈
し
ま
す
。

●
応
募
方
法
／
住
所
・
氏
名（
ふ
り
が
な
）・

年
齢
・
電
話
番
号
・
職
業
（
会
社
名
・

学
校
名
）
を
明
記
の
上
、
郵
送
ま
た
は

電
子
メ
ー
ル
で
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

※
有
田
川
町
に
在
住
ま
た
は
勤
務
さ
れ
て

い
る
方
が
対
象
で
す
。

●
締
切
日
／
12
月
6
日
（
金
）（
当
日
消

印
有
効
）

●
応
募
先

・
郵
便
／
〒
6
4
3
‐
０
８
１
１
　
有

田
川
町
庄
1
0
4
2
番
地
　
有
田
川

町
消
防
本
部
予
防
課
「
防
火
の
詩
」
募

集
係
宛

・
E
メ

ー

ル

／fire119@
tow
n.

aridagaw
a.lg.jp

●
そ
の
他

・
発
表
は
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
お
知
ら
せ

し
ま
す
。

・
応
募
作
品
の
著
作
権
は
当
消
防
本
部
に

帰
属
し
、
原
則
返
却
は
し
ま
せ
ん
。

・
作
品
の
著
作
権
な
ど
に
関
す
る
ト
ラ
ブ

ル
な
ど
の
責
任
は
当
消
防
本
部
で
一
切

負
い
か
ね
ま
す
。
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

休
日
や
夜
間
に
診
察
や
処
置
を
行
っ
て

く
れ
る
病
院
が
分
か
ら
な
い
と
き
、
和
歌

山
県
で
は
次
の
よ
う
な
情
報
サ
ー
ビ
ス
を

提
供
し
て
い
ま
す
。

 

和
歌
山
県
救
急
医
療
情
報
セ
ン
タ
ー

受
診
可
能
な
医
療
機
関
を
24
時
間
体
制

9

で
案
内
し
て
い
ま
す
。

☎
０
７
３
‐
４
２
６
‐
１
１
９
９

 

和
歌
山
県
子
ど
も
救
急
相
談
ダ
イ
ヤ
ル

夜
間
や
休
日
に
子
ど
も
が
急
病
に
な
っ

た
と
き
、
す
ぐ
に
病
院
に
行
っ
た
方
が
い

い
の
か
、
様
子
を
見
て
大
丈
夫
な
の
か
、

看
護
師
（
必
要
に
応
じ
て
医
師
）
が
相
談

に
応
じ
て
く
れ
ま
す
。

☎
＃
８
０
０
０
（
プ
ッ
シ
ュ
回
線
・
携
帯

電
話
）

☎
０
７
３
‐
４
３
１
‐
８
０
０
０
（
ダ
イ

ヤ
ル
回
線
・
I
P
電
話
）

●
受
付
時
間

・
平
日
／
19
時
〜
翌
朝
9
時

・
土
・
日
・
祝
日
／
9
時
〜
翌
朝
9
時

※
夜
間
は
診
察
や
処
置
が
で
き
る
病
院
が

限
ら
れ
る
の
で
、
日
中
体
調
が
悪
く

な
っ
た
ら
夜
ま
で
様
子
を
見
ず
、
病
院

の
通
常
診
療
時
間
内
に
受
診
し
ま
し
ょ

う
。

4

施
し
た
方
が
環
境
セ
ン
タ
ー
（
ご
み
処
理

場
）
へ
持
ち
込
ん
で
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う

お
願
い
し
ま
す
。

環
境
問
題
と
な
っ
て
い
る
酸
性
雨
に

つ
い
て
調
べ
る
た
め
、
平
成
30
年
度

（
2
0
1
8
年
度
）
に
町
内
3
カ
所
で
降

水
水
質
の
分
析
を
行
い
ま
し
た
。

酸
性
雨
は
石
油
な
ど
の
化
石
燃
料
を
燃

や
す
と
き
に
発
生
す
る
二
酸
化
炭
素
・
窒

素
酸
化
物
な
ど
の
汚
染
ガ
ス
が
大
気
中
で

酸
化
さ
れ
た
物
質
が
雨
に
溶
け
込
ん
だ
も

の
で
、
樹
木
や
魚
な
ど
の
生
き
物
、
建
造

物
に
影
響
を
及
ぼ
し
ま
す
。
酸
性
の
度
合

い
は
pH
（
水
素
イ
オ
ン
濃
度
）
で
表
さ
れ
、

pH
5.

6
以
下
を
酸
性
雨
と
い
い
、
pH
の

値
が
低
い
ほ
ど
酸
性
度
は
高
ま
り
ま
す
。

分
析
し
た
結
果
、
酸
性
度
が
高
い
数
値

を
記
録
し
て
い
る
日
が
あ
り
ま
し
た
。
pH

は
気
象
な
ど
の
い
ろ
い
ろ
な
要
因
に
よ
り

左
右
さ
れ
る
の
で
、
今
後
も
検
査
を
継
続

し
ま
す
。

年
末
ま
で
に
し
尿
の
く
み
取
り
を
希
望

さ
れ
る
方
は
、
11
月
26
日
（
火
）
ま
で
に

し
尿
収
集
業
者
へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。
11
月
26
日
（
火
）
を
過
ぎ
る
と
、
年

末
ま
で
に
く
み
取
り
で
き
な
い
こ
と
が
あ

り
ま
す
。

※
12
月
28
日
（
土
）
か
ら
1
月
5
日
（
日
）

ま
で
の
間
、
し
尿
収
集
業
者
は
休
業
し

ま
す
。

●
吉
備
・
金
屋
地
域

・
上
田
衛
生
　
☎
５
２
‐
４
５
８
２

・（
有
）
武
田
清
掃
　
☎
３
２
‐
２
３
９
１

●
清
水
地
域

・（
有
）
武
田
清
掃
　
☎
３
２
‐
２
３
９
１

 

し
尿
く
み
取
り
に
つ
い
て
お
願
い

●
便
槽
内
に
異
物
・
油
な
ど
が
混
入
し
な

い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

し
尿
に
た
わ
し
や
雑
巾
、
ペ
ッ
ト
ボ

ト
ル
、
浄
化
槽
内
部
の
汚
れ
た
部
品
な

ど
の
異
物
が
混
入
し
て
い
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。
清
掃
業
者
や
点
検
業
者
の
報

告
書
な
ど
を
確
認
し
、
浄
化
槽
内
部
が

壊
れ
て
い
る
場
合
は
修
理
し
て
く
だ
さ

い
。異

物
は
し
尿
を
処
理
し
て
い
る
ク

リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
の
処
理
設
備
が
故
障

す
る
原
因
と
な
り
ま
す
。
修
理
に
は
多

額
の
費
用
が
必
要
と
な
り
、
修
理
期
間

中
は
処
理
設
備
が
稼
働
で
き
な
い
た
め

処
理
が
遅
れ
て
し
ま
い
ま
す
。

●
く
み
取
り
ホ
ー
ス
が
通
る
通
路
や
く
み

取
り
口
に
、
物
を
置
か
な
い
よ
う
に
し

ま
し
ょ
う
。

●
毎
年
1
回
は
浄
化
槽
の
く
み
取
り
・
清

掃
を
し
て
く
だ
さ
い
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
支
援
す
る
一
環

で
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
清
掃
ご
み
袋
を
配
布

し
て
い
ま
す
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
清
掃
を
実

施
す
る
に
あ
た
り
、
ご
み
袋
が
必
要
な
方

は
環
境
衛
生
課
（
吉
備
庁
舎
2
階
）
ま
で

お
越
し
く
だ
さ
い
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
収
集
し
た
ご
み
は
無

料
で
処
分
で
き
ま
す
。
環
境
衛
生
課
で
手

続
き
し
た
後
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
清
掃
を
実

pH pH pH pH
1 71
7 17

7 >1 7
1 1

>1 17
7 17 17

8 >1 17

1
1



こ
れ
か
ら
の
季
節
、
空
気
が
乾
燥
し
、

火
災
が
発
生
し
や
す
い
時
季
と
な
り
ま

す
。
こ
れ
を
受
け
、
毎
年
11
月
９
日
か
ら

15
日
ま
で
「
秋
季
全
国
火
災
予
防
運
動
」

が
実
施
さ
れ
ま
す
。

こ
の
運
動
は
、
火
災
予
防
へ
の
心
構
え

を
呼
び
か
け
る
こ
と
で
、
火
災
の
発
生
を

防
止
し
、
火
災
に
よ
る
被
害
を
防
ぐ
こ
と

を
目
的
と
し
て
、
全
国
一
斉
に
実
施
さ
れ

て
い
ま
す
。

消
防
本
部
で
は
、
火
災
防
御
訓
練
を
は

じ
め
、
街
頭
啓
発
な
ど
の
火
災
予
防
に
関

連
す
る
各
種
行
事
を
実
施
し
ま
す
。

２
０
１
９
年
度
全
国
統
一
防
火
標
語

は
、「
ひ
と
つ
ず
つ
　
い
い
ね
！
で
確
認 

火
の
用
心
」
で
す
。

住
宅
火
災
の
発
生
や
逃
げ
遅
れ
を
防

ぎ
、
命
を
守
る
た
め
に
住
宅
火
災
警
報
器

を
設
置
し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
日
頃
か
ら

火
の
元
に
は
十
分
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

今
年
度
も
火
災
予
防
啓
発
の
一
環
と
し

て
、
火
災
予
防
に
関
す
る
「
標
語
・
俳
句
・

短
歌
・
川
柳
」
を
募
集
し
ま
す
。

日
頃
の
生
活
の
中
で
火
災
予
防
を
呼
び

か
け
る
標
語
な
ど
、
形
式
、
様
式
の
指
定

は
特
に
あ
り
ま
せ
ん
。
入
選
さ
れ
た
方
に

は
記
念
品
を
贈
呈
し
ま
す
。

●
応
募
方
法
／
住
所
・
氏
名（
ふ
り
が
な
）・

年
齢
・
電
話
番
号
・
職
業
（
会
社
名
・

学
校
名
）
を
明
記
の
上
、
郵
送
ま
た
は

電
子
メ
ー
ル
で
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

※
有
田
川
町
に
在
住
ま
た
は
勤
務
さ
れ
て

い
る
方
が
対
象
で
す
。

●
締
切
日
／
12
月
6
日
（
金
）（
当
日
消

印
有
効
）

●
応
募
先

・
郵
便
／
〒
6
4
3
‐
０
８
１
１
　
有

田
川
町
庄
1
0
4
2
番
地
　
有
田
川

町
消
防
本
部
予
防
課
「
防
火
の
詩
」
募

集
係
宛

・
E
メ

ー

ル

／fire119@
tow
n.

aridagaw
a.lg.jp

●
そ
の
他

・
発
表
は
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
お
知
ら
せ

し
ま
す
。

・
応
募
作
品
の
著
作
権
は
当
消
防
本
部
に

帰
属
し
、
原
則
返
却
は
し
ま
せ
ん
。

・
作
品
の
著
作
権
な
ど
に
関
す
る
ト
ラ
ブ

ル
な
ど
の
責
任
は
当
消
防
本
部
で
一
切

負
い
か
ね
ま
す
。
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

休
日
や
夜
間
に
診
察
や
処
置
を
行
っ
て

く
れ
る
病
院
が
分
か
ら
な
い
と
き
、
和
歌

山
県
で
は
次
の
よ
う
な
情
報
サ
ー
ビ
ス
を

提
供
し
て
い
ま
す
。

 

和
歌
山
県
救
急
医
療
情
報
セ
ン
タ
ー

受
診
可
能
な
医
療
機
関
を
24
時
間
体
制

9

で
案
内
し
て
い
ま
す
。

☎
０
７
３
‐
４
２
６
‐
１
１
９
９

 

和
歌
山
県
子
ど
も
救
急
相
談
ダ
イ
ヤ
ル

夜
間
や
休
日
に
子
ど
も
が
急
病
に
な
っ

た
と
き
、
す
ぐ
に
病
院
に
行
っ
た
方
が
い

い
の
か
、
様
子
を
見
て
大
丈
夫
な
の
か
、

看
護
師
（
必
要
に
応
じ
て
医
師
）
が
相
談

に
応
じ
て
く
れ
ま
す
。

☎
＃
８
０
０
０
（
プ
ッ
シ
ュ
回
線
・
携
帯

電
話
）

☎
０
７
３
‐
４
３
１
‐
８
０
０
０
（
ダ
イ

ヤ
ル
回
線
・
I
P
電
話
）

●
受
付
時
間

・
平
日
／
19
時
〜
翌
朝
9
時

・
土
・
日
・
祝
日
／
9
時
〜
翌
朝
9
時

※
夜
間
は
診
察
や
処
置
が
で
き
る
病
院
が

限
ら
れ
る
の
で
、
日
中
体
調
が
悪
く

な
っ
た
ら
夜
ま
で
様
子
を
見
ず
、
病
院

の
通
常
診
療
時
間
内
に
受
診
し
ま
し
ょ

う
。

4

施
し
た
方
が
環
境
セ
ン
タ
ー
（
ご
み
処
理

場
）
へ
持
ち
込
ん
で
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う

お
願
い
し
ま
す
。

環
境
問
題
と
な
っ
て
い
る
酸
性
雨
に

つ
い
て
調
べ
る
た
め
、
平
成
30
年
度

（
2
0
1
8
年
度
）
に
町
内
3
カ
所
で
降

水
水
質
の
分
析
を
行
い
ま
し
た
。

酸
性
雨
は
石
油
な
ど
の
化
石
燃
料
を
燃

や
す
と
き
に
発
生
す
る
二
酸
化
炭
素
・
窒

素
酸
化
物
な
ど
の
汚
染
ガ
ス
が
大
気
中
で

酸
化
さ
れ
た
物
質
が
雨
に
溶
け
込
ん
だ
も

の
で
、
樹
木
や
魚
な
ど
の
生
き
物
、
建
造

物
に
影
響
を
及
ぼ
し
ま
す
。
酸
性
の
度
合

い
は
pH
（
水
素
イ
オ
ン
濃
度
）
で
表
さ
れ
、

pH
5.

6
以
下
を
酸
性
雨
と
い
い
、
pH
の

値
が
低
い
ほ
ど
酸
性
度
は
高
ま
り
ま
す
。

分
析
し
た
結
果
、
酸
性
度
が
高
い
数
値

を
記
録
し
て
い
る
日
が
あ
り
ま
し
た
。
pH

は
気
象
な
ど
の
い
ろ
い
ろ
な
要
因
に
よ
り

左
右
さ
れ
る
の
で
、
今
後
も
検
査
を
継
続

し
ま
す
。

年
末
ま
で
に
し
尿
の
く
み
取
り
を
希
望

さ
れ
る
方
は
、
11
月
26
日
（
火
）
ま
で
に

し
尿
収
集
業
者
へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。
11
月
26
日
（
火
）
を
過
ぎ
る
と
、
年

末
ま
で
に
く
み
取
り
で
き
な
い
こ
と
が
あ

り
ま
す
。

※
12
月
28
日
（
土
）
か
ら
1
月
5
日
（
日
）

ま
で
の
間
、
し
尿
収
集
業
者
は
休
業
し

ま
す
。

●
吉
備
・
金
屋
地
域

・
上
田
衛
生
　
☎
５
２
‐
４
５
８
２

・（
有
）
武
田
清
掃
　
☎
３
２
‐
２
３
９
１

●
清
水
地
域

・（
有
）
武
田
清
掃
　
☎
３
２
‐
２
３
９
１

 

し
尿
く
み
取
り
に
つ
い
て
お
願
い

●
便
槽
内
に
異
物
・
油
な
ど
が
混
入
し
な

い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

し
尿
に
た
わ
し
や
雑
巾
、
ペ
ッ
ト
ボ

ト
ル
、
浄
化
槽
内
部
の
汚
れ
た
部
品
な

ど
の
異
物
が
混
入
し
て
い
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。
清
掃
業
者
や
点
検
業
者
の
報

告
書
な
ど
を
確
認
し
、
浄
化
槽
内
部
が

壊
れ
て
い
る
場
合
は
修
理
し
て
く
だ
さ

い
。異

物
は
し
尿
を
処
理
し
て
い
る
ク

リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
の
処
理
設
備
が
故
障

す
る
原
因
と
な
り
ま
す
。
修
理
に
は
多

額
の
費
用
が
必
要
と
な
り
、
修
理
期
間

中
は
処
理
設
備
が
稼
働
で
き
な
い
た
め

処
理
が
遅
れ
て
し
ま
い
ま
す
。

●
く
み
取
り
ホ
ー
ス
が
通
る
通
路
や
く
み

取
り
口
に
、
物
を
置
か
な
い
よ
う
に
し

ま
し
ょ
う
。

●
毎
年
1
回
は
浄
化
槽
の
く
み
取
り
・
清

掃
を
し
て
く
だ
さ
い
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
支
援
す
る
一
環

で
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
清
掃
ご
み
袋
を
配
布

し
て
い
ま
す
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
清
掃
を
実

施
す
る
に
あ
た
り
、
ご
み
袋
が
必
要
な
方

は
環
境
衛
生
課
（
吉
備
庁
舎
2
階
）
ま
で

お
越
し
く
だ
さ
い
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
収
集
し
た
ご
み
は
無

料
で
処
分
で
き
ま
す
。
環
境
衛
生
課
で
手

続
き
し
た
後
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
清
掃
を
実

pH pH pH pH
1 71
7 17

7 >1 7
1 1

>1 17
7 17 17

8 >1 17

1
1



令和 2年（2020 年）1月 15 日（水）
8:00 ～ 9:00　金屋文化保健センター

特定・胃・大腸・胸部・前立腺・乳房

令和 2年（2020 年）1月 26 日（日）
8:00 ～ 9:00　きびドーム

特定・胃・大腸・胸部・前立腺・乳房

令和 2年（2020 年）2月 16 日（日）
8:00 ～ 9:00　金屋文化保健センター

特定・胃・大腸・胸部・前立腺・乳房・子宮

集団健診は
事前に申し込みが必要です！

申し込みは健康推進課（金屋庁舎）ま
たは清水行政局住民福祉室まで。
また、年齢・健康保険の種類によって
受診できる内容が異なります。

11 月 6 日（水）・12 月 4日（水）

　■場所／金屋文化保健センター

11 月 25 日（月）

　■場所／清水保健センター

11 月 7日（木）金屋文化保健センター
11 月 11 日（月）清水保健センター
11 月 14 日（木）金屋文化保健センター
11 月 21 日（木）金屋文化保健センター
11 月 28 日（木）金屋文化保健センター
12 月 2日（月）清水保健センター
12 月 5日（木）金屋文化保健センター

4 カ月児健診［令和元年（2019 年）7月生まれ］
　11 月 26 日（火）13:00 ～ 13:15

10 カ月児健診［平成 30 年（2018 年）12 月生まれ］
　11 月 5日（火）12:30 ～ 12:45

1 歳 6カ月児健診［平成 30 年（2018 年）3月生まれ］
　11 月 20 日（水）12:45 ～ 13:00

2 歳児健診［平成 29 年（2017 年）8月生まれ］
　11 月 27 日（水）12:45 ～ 13:00

3 歳 6カ月児健診［平成 28 年（2016 年）4月生まれ］
　11 月 13 日（水）12:45 ～ 13:00

■場所／金屋文化保健センター

11 月 11 日（月）・12 月 2日（月）

■場所／清水保健センター

実施時間

9:00～11:00

実施時間

9:00～
11:00

実施時間

9:00～11:00

医療費状況（令和元年（2019 年）9月）

9 月 18 日（水）、八幡小学校の 3・4年生があら
ぎ島で稲刈り体験を行いました。有田中央高等学校
清水分校の1・2年生も一緒に参加して作業を手伝っ
てくれました。５月に植えた苗が立派に育って、い
よいよ収穫です。体験後は「刈った稲を束ねるのが
難しかったけれど、鎌で刈るのが気持ちよかったで
す」「最初は鎌が怖かったですが、上手に刈れてう
れしかった」などの感想が児童から発表されました。
ご指導いただいた JA ありだの皆さま、あらぎ島
保存会の皆さま、ご協力いただいた地域の皆さま、
ありがとうございました。

9月 14 日（土）秋晴れのもと、今年も運動会が
開催されました。地域の皆さまが大勢応援に駆けつ
けてくれました。今年は、来町中だったパーマスト
ン校の生徒も参加。例年にも増して盛大で活気のあ
る、国際色豊かな運動会になりました。中高生の一
生懸命走る姿、おみやげ競争に参加した小学６年生
の緊張した顔、楽しそうな笑顔、気合い一杯の “ 八
中ソーラン ”、パワフルな PTA の障害物競走など、
全てが感動そのもの。参加者の力が結集され、生徒
達が思う存分輝いた運動会は、きっとそれぞれの心
に深く刻まれたことでしょう。

オーストラリアのパーマストン校の生徒 17人と
教員 4人、計 21 人 が、9月 18 日（水）に金屋中
学校を訪問し、中学生と一緒に授業交流を行いまし
た。
1年生は日本の伝統的な玩具遊びで、2年生は英
語の授業とドッジボールで、3年生は英語の授業と
事前に収穫したトウモロコシを使ってのポップコー
ン作り（技術の授業）で交流しました。
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合
併
症
を
引
き
起
こ
し
ま
す
。

日
本
人
の
糖
尿
病
患
者
の
約
9
割
は
2

型
糖
尿
病
で
、
イ
ン
ス
リ
ン
の
働
き
が
十

分
で
な
く
な
る
こ
と
に
よ
っ
て
起
こ
り
ま

す
。
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
摂
り
過
ぎ
や
運
動
不

足
、
お
酒
の
飲
み
す
ぎ
、
ス
ト
レ
ス
な
ど

と
い
っ
た
生
活
習
慣
が
主
な
原
因
と
さ
れ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
遺
伝
的
な
要
素
も
あ

り
ま
す
。

 

怖
い
合
併
症

糖
尿
病
の
３
大
合
併
症
は
、
①
手
足
の

し
び
れ
な
ど
末
梢
神
経
の
病
気
（
糖
尿
病

神
経
障
害
） 

②
目
の
病
気（
糖
尿
病
網
膜
症
） 

③
腎
臓
の
病
気（
糖
尿
病
腎
症
）―
―
で
す
。

血
糖
値
やH

bA1c

（
ヘ
モ
グ
ロ
ビ
ン

エ
ー
ワ
ン
シ
ー
）
の
値
が
高
い
状
態
が
続

く
こ
と
に
よ
り
細
い
血
管
が
傷
つ
け
ら

れ
、
合
併
症
を
発
症
し
ま
す
。

他
に
も
、
大
き
な
血
管
の
動
脈
硬
化
が

進
行
し
て
心
臓
病
や
脳
卒
中
の
リ
ス
ク
も

高
ま
り
ま
す
。

 

予
防
・
改
善
の
ポ
イ
ン
ト

糖
尿
病
の
予
防
に
は
、
日
頃
の
生
活
習
慣

糖
尿
病
は
今
や
世
界
の
成
人
人
口
の
お

よ
そ
8
．
8
％
と
な
る
4
億
1
5
0
0
万

人
が
抱
え
る
病
気
で
す
。
一
般
的
に
死
に

至
る
病
気
と
の
認
識
は
薄
い
で
す
が
、
年

間
5
0
0
万
人
以
上
が
糖
尿
病
の
引
き

お
こ
す
合
併
症
な
ど
が
原
因
で
死
亡
し
て

い
ま
す
。
こ
れ
は
世
界
の
ど
こ
か
で
6
秒

に
1
人
が
糖
尿
病
に
関
連
す
る
病
で
命
を

奪
わ
れ
て
い
る
計
算
と
な
り
ま
す
。

平
成
28
年
（
2
0
1
6
年
）
に
実
施

さ
れ
た
糖
尿
病
実
態
調
査
に
よ
る
と
、
日

本
に
は
約
1
0
0
0
万
人
の
「
糖
尿
病

が
強
く
疑
わ
れ
る
人
」
が
存
在
し
ま
す
。

さ
ら
に
、「
糖
尿
病
の
可
能
性
を
否
定
で

き
な
い
人
」
も
約
1
0
0
0
万
人
お

り
、
合
計
で
総
人
口
の
15
％
を
超
え
る
約

2
0
0
0
万
人
の
糖
尿
病
患
者
お
よ
び

予
備
群
が
い
る
と
推
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

 

糖
尿
病
と
は

糖
尿
病
は
、
膵す

い

臓ぞ
う

か
ら
分
泌
さ
れ
る
イ

ン
ス
リ
ン
が
不
足
し
た
り
働
き
が
悪
く

な
っ
た
り
す
る
こ
と
に
よ
り
、
慢
性
的
に

高
血
糖
に
な
っ
た
状
態
の
こ
と
で
、
自
覚

症
状
が
な
い
ま
ま
進
行
し
、
さ
ま
ざ
ま
な

が
大
切
で
す
。
食
べ
過
ぎ
や
脂
肪
の
摂
り
過

ぎ
に
注
意
し
、
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
食
事
を

心
が
け
ま
し
ょ
う
。
ま
ず
は
食
事
の
最
初
に

小
鉢
一
杯
分
の
野
菜
を
ゆ
っ
く
り
食
べ
始
め

て
み
る
こ
と
も
、
血
糖
値
の
上
昇
や
食
べ
過

ぎ
の
予
防
に
つ
な
が
り
ま
す
。

ま
た
、
体
を
動
か
す
機
会
を
増
や
し
ま

し
ょ
う
。
い
つ
で
も
ど
こ
で
も
手
軽
に
で

き
る
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
は
、肥
満
を
解
消
し
、

血
糖
値
を
下
げ
る
効
果
も
あ
り
ま
す
。

定
期
的
に
健
診
を
受
け
て
自
分
の
血
糖

値
を
知
る
こ
と
も
大
切
で
す
。
日
頃
か
ら

血
糖
値
が
高
い
人
は
そ
の
ま
ま
に
せ
ず
、

医
療
機
関
に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

 

健
診
を
受
け
ま
し
ょ
う

40
〜
74
歳
の
有
田
川
町
国
民
健
康
保
険

加
入
者
の
方
は
、
特
定
健
診
が
無
料
で
受

け
ら
れ
ま
す
（
人
間
ド
ッ
ク
な
ど
の
場
合

に
は
自
己
負
担
が
必
要
で
す
）。

受
診
の
方
法
は
3
つ
あ
り
ま
す
。
詳
細
は

健
康
推
進
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

①
集
団
健
診
／
が
ん
検
診
と
セ
ッ
ト
で
受

診
で
き
ま
す
。

②
個
別
健
診
／
有
田
郡
市
内
で
契
約
し
て

い
る
医
療
機
関
で
受
診
で
き
ま
す
。

③
人
間
ド
ッ
ク
・
脳
ド
ッ
ク
／
契
約
医
療

機
関
で
受
診
で
き
ま
す
。
ド
ッ
ク
健
診

料
の
約
8
割
の
費
用
助
成
が
あ
り
ま

す
。

開設日時など
子育て悩み事相談 月曜日（要予約） 8:30 ～ 17:15

子育て相談・ほっとルーム 
＆お外遊び 火曜日～木曜日 9:00 ～ 11:00・13:30 ～ 16:30

あそびのひろば
●第 1・第 3金曜日／ 0～ 1歳半 
●第 2・第 4金曜日／ 1歳半～就学前 
※第 5金曜日はお休みです

10:00 ～ 11:30（9:30 受け付け開始） 

14:00 ～ 15:00（13:30 受け付け開始）

「たまてばこ」さんの 
絵本の読み聞かせ

奇数月の第 1金曜日（午前の「あそびのひろば」）／ 0～ 1歳半
偶数月の第 2金曜日（午前の「あそびのひろば」）／ 1歳半～就学前

にこにこひろば 
（1歳半～）

●第 4水曜日（11 月 27 日）10:00 ～ 11:00 
　※ 9:30 受け付け開始　※受け付け後、10:00 まで自由遊び 
●内容／サーキットあそび
●場所／金屋文化保健センター

●場所（にこにこひろば以外）／子育て支援センター（旧きび中央保育所）
　☎ 090-7966-7697・52-5474（ファクス兼用）

ベビーサイン体験会
●日時／ 11 月 25 日（月）10:00 ～ 11:00
●場所／子育て支援センター
●講師／一般社団法人日本ベビーサイン協会
ベビーサイン認定講師　杉山江里子さん

●対象／親子（子どもは6カ月～1歳半くらい）
●定員／ 20 組（先着順）　●参加費／無料
●申し込み予約／事前に子育て支援センター
への申し込みが必要。11 月 5日（火）9:00
から受け付け開始（先着順）。

※定員に達し次第受け付け終了。

健康みちしるべ

11
月
4
日
は
世
界
糖
尿
病
デ
ー

健
康
推
進
課
（
金
屋
庁
舎
）

清
水
行
政
局
住
民
福
祉
室

4

問

ちいさな駅美術館～ Ponte del Sogno ～

長 新太　原画展
11/1（金）～ 12/27（金）
時間／平日 10:00 ～ 19:00、

土日祝 10:00 ～ 17:00
※月曜日休館
（祝日の場合は翌日休館）
※ 11 月 29 日（金）は臨時休館日
※最終日は 15:00 で終了

新着図書案内
■一般書
黙秘犯　……………………………　翔田寛／著
震える天秤　……………………　染井為人／著
トリガー 上 / 下　…………………　真山仁／著
私は幽霊を見ない　……………　藤野可織／著
三匹の子豚　……………………　真梨幸子／著
百
も

舌
ず

落とし　………………………　逢坂剛／著
至
し

誠
せい

の残
ざん

滓
し

　………………………　矢野隆／著
欺
だま

す衆
しゅ

生
じょう

　………………………　月村了衛／著
命あれば　……………………　瀬戸内寂聴／著
飛雲のごとく　………………　あさのあつこ／著
カインは言わなかった　…………　芦沢央／著
熱源　……………………………　川越宗一／著
盲
もう

剣
けん

楼
ろう

奇
き

譚
たん

　……………………　藤野可織／著

■児童書
あなあなはてな　………　はらぺこめがね／作
うんがよくなりますように おとうとうさぎ !
　 …　 ヨ ン ナ・ ビ ョ ル ン シ ェ ー ナ ／ 作
おはよう おやすみ ぼくの せかい
…　マーガレット・ワイズ・ブラウン／作　ローレン・ロング／絵
だいすきな先生へ　
…　デボラ・ホプキンソン／作　 ナンシー・カーペンター／絵
ヤービの深い秋　…　梨木香歩／作　小沢 さかえ／絵

　11 月 29 日（金）は蔵書点検のため有田川 Library 全館臨時休
館日となります。
図書の返却には、ブックポスト（ALEC・金屋図書館・しみず

図書室に設置）をご利用ください。

11 月の移動図書館
11月 1日（金）　西ケ峯小学校　　15:25～15:45
11月 6日（水）　小川小学校　　　13:00～13:30

　こころの医療センター　14:10～14:30
11月13日（水）　安諦小学校　　　12:40～13:00

　しみず園　　　　15:30～16:00
11月15日（金）　西ケ峯小学校　　15:25～15:45
11月19日（火）　小川小学校　　　13:00～13:30
11月20日（水）　こころの医療センター　14:10～14:30
11月21日（木）　鳥屋城小学校　　13:00～13:30
11月26日（火）　石垣小学校　　　13:00～13:30

11 月のイベント
■おはなしマラソン
①日時／11月 9日（土）10:30～（約30分間）
場所／金屋図書館

②日時／ 11 月 2日（土）、16 日（土）
いずれも 10:30 ～（約 30 分間）

場所／ちいさな駅美術館

■おひざでだっこのおはなし会
日時／ 11 月 12 日（火）10:00 ～ 11:00
場所／金屋図書館
対象／ 4カ月～ 2歳児

■えほんルーム
日時／ 11 月 7日（木）、10 日（日）

いずれも 10:00 ～ 12:00
場所／金屋図書館

■えほんひろば
日時／ 11 月 24 日（日）10:00 ～ 16:00
場所／ ALEC 内廊下

申し込み不要
・参加費無料
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有田川町では多くの児童・生徒の皆さんが、授業の一環として「認知症サポーター養成講座」を受講し、

認知症を正しく理解できるよう取り組んでくれています。講座では認知症の方だけではなく、友達や家族な

ど、誰に対しても優しい気持ちで接することの大切さについても話し合われました。

9月 21 日（土）、「認とも arida2019」を地域交流

センター（ALEC）で開催し、500 人を超える皆さま

にご参加いただきました。

イベントでは、大阪大学医学系研究科准教授 山川

先生による「認知症の人から学ぶ地域共生のためのま

ちづくり」と題した講演や有田地方で見守りや地域づ

くり活動に取り組んでいる方々とのシンポジウムが行

われました。

また、認知症サポーター養成講座を受講した小学生

から「自分が感じたこと、自分ができること」につい

ての意見発表が行われました。

【上写真】写真前列＝御霊小学
校 6年　吉田 香里奈さん、
写真後列（向かって左か
ら）＝田殿小学校 6年　宮
﨑 心歩さん・土井 歩佳さ
ん、御霊小学校 6年　大谷 
莉子さん

【下写真】参加者の集合写真

6月 20日（木）石垣小学校 6年生

6月 27日（木）御霊小学校 6年生松組

6月 27日（木）有田中央高等学校清水分校 3年生

7月 4日（木）田殿小学校 6年生 8月 28日（水）石垣中学校 3年生

6月 27日（木）御霊小学校 6年生竹組

4

第
37
回「
人
権
の
花
運
動
」受
賞
！

人
権
と
は
、
誰
も
が
生
ま
れ
な
が
ら
に

持
っ
て
い
る
、
幸
せ
に
生
き
る
た
め
の
固

有
の
権
利
で
す
。
全
て
の
人
は
、
人
種
・

民
族
・
性
別
な
ど
に
関
係
な
く
人
と
し
て

尊
重
さ
れ
、
自
由
・
平
等
で
差
別
さ
れ
な

い
権
利
が
あ
り
ま
す
。

毎
年
、
人
権
機
関
有
田
川
で
は
人
権
意

識
の
育
成
と
高
揚
を
図
る
こ
と
を
目
的
に

人
権
啓
発
標
語
の
募
集
を
行
っ
て
い
ま

す
。今

年
度
は
「
希
望
（
き
ぼ
う
）」
を
テ
ー

マ
に
募
集
し
た
と
こ
ろ
、
小
学
生
の
部

４
８
５
点
・
中
学
生
の
部
６
０
７
点
・
一

般
の
部
14
点
の
応
募
が
あ
り
ま
し
た
。
た

く
さ
ん
の
ご
応
募
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。
次
に
優
秀
作
品
を
ご
紹
介
い
た
し

ま
す
。

 

人
権
啓
発
標
語
受
賞
作
品

●
小
学
生
の
部

最
優
秀
賞

希
望
も
ち

　
　
明あ

日す

へ
の
一
歩
　
ふ
み
出
そ
う

田
殿
小
学
校
6
年
　
生
駒 

朱
莉

優
秀
賞

あ
の
と
き
の
　
き
ぼ
う
に
み
ち
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
き
み
の
か
お

御
霊
小
学
校
5
年
　
松
本 

琉
果

●
中
学
生
の
部

最
優
秀
賞

未
来
へ
と
　
希
望
と
夢
を
　
輝
か
せ

金
屋
中
学
校
1
年
　
山
﨑 

心
結

優
秀
賞

ま
だ
で
き
る

　
ま
っ
す
ぐ
な
想
い
に
　
希
望
あ
り

吉
備
中
学
校
1
年
　
田
村 

海
菜

●
一
般
の
部

最
優
秀
賞

つ
か
め
る
さ
　
希
望
の
光
　
誰
に
で
も

井
口
地
区
　
花
田 

和
香
菜

優
秀
賞

夢
ひ
と
つ

　
だ
れ
も
が
持
っ
て
る
　
希
望
の
種た

ね

有
田
中
央
高
等
学
校
清
水
分
校
3
年

高
垣 

友
哉

お
知
ら
せ

 

人
権
特
設
相
談
所

11
月
21
日
（
木
）、
人
権
特
設
相
談
所

を
開
設
し
ま
す
。
相
談
は
無
料
で
、
秘
密

は
厳
守
さ
れ
ま
す
。

●
場
所
／
清
水
会
館

●
時
間
／
13
時
〜
16
時

   

和
歌
山
県 

特
設
人
権
相
談

●
日
時
／
12
月
8
日
（
日
）
13
時
30
分
〜

16
時
30
分
（
1
件
あ
た
り
30
分
程
度
）

●
場
所
／
和
歌
山
県
民
文
化
会
館
5
0
3

会
議
室（
和
歌
山
市
小
松
原
通
１
‐
１
）

●
申
し
込
み
／
和
歌
山
県
庁
人
権
政
策
課

ま
で
電
話
ま
た
は
フ
ァ
ク
ス
で
ご
予
約

く
だ
さ
い
。
11
月
8
日
（
金
）
9
時
か

ら
受
け
付
け
開
始
。

☎
０
７
３
‐
４
４
１
‐
２
５
６
３

フ
ァ
ク
ス 

０
７
３
‐
４
３
３
‐
４
５
４
０

 

女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
強
化
週
間

●
期
間
／
11
月
18
日（
月
）〜
11
月
24
日（
日
）

●
時
間
／
8
時
30
分
〜
19
時
（
土
日
は
10

時
〜
17
時
）

●
電
話
番
号
／
０
５
７
０
‐
０
７
０
‐

８
１
０
（
全
国
共
通
ナ
ビ
ダ
イ
ヤ
ル
）

●
相
談
内
容
な
ど
／
夫
・
パ
ー
ト
ナ
ー
か
ら

の
暴
力
や
ス
ト
ー
カ
ー
、
セ
ク
ハ
ラ
な
ど

の
女
性
を
め
ぐ
る
人
権
に
関
す
る
こ
と

を
な
ん
で
も
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
相
談
は

無
料
で
、
秘
密
は
厳
守
さ
れ
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ
／
和
歌
山
地
方
法
務
局
・

和
歌
山
県
人
権
擁
護
委
員
連
合
会
　
☎

０
７
３
‐
４
２
２
‐
５
１
３
１

人
権
を
考
え
る
強
調
月
間

（
１１
月
１１
日
〜
１２
月
１０
日
）

第 37回「和歌山県小学校人権の花運動」（和歌山県人権啓発活動ネットワーク協議会主催）で
安諦小学校が優秀賞を、また藤並小学校と鳥屋城小学校が奨励賞を受賞しました。

鳥屋城小学校 藤並小学校 安諦小学校
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健
全
か
否
か
の
指
標

「
健
全
化
判
断
比
率
」「
資
金
不

足
比
率
」
は
、
地
方
公
共
団
体
の

財
政
が
健
全
か
を
チ
ェ
ッ
ク
す
る

た
め
の
指
標
で
す
。

表
に
記
載
し
て
い
る
①
〜
④
の

比
率
に
つ
い
て
、「
早
期
健
全
化

基
準
（
イ
エ
ロ
ー
カ
ー
ド
）
を
超

え
て「
早
期
健
全
化
団
体
」に
な
っ

た
場
合
は
「
財
政
健
全
化
計
画
」

を
、
⑤
の
基
準
を
超
え
た
場
合
は

「
経
営
健
全
化
計
画
」
を
策
定
し
、

そ
れ
ぞ
れ
の
計
画
に
従
っ
て
、
財

政
の
健
全
化
に
取
り
組
む
こ
と
に

な
り
ま
す
。

ま
た
、
財
政
再
生
基
準
（
レ
ッ

ド
カ
ー
ド
）
を
超
え
、
財
政
破
綻

状
態
で
あ
る
「
財
政
再
生
団
体
」

に
な
っ
た
場
合
は
「
財
政
再
生
計

画
」
を
策
定
し
、
国
や
県
の
関
与

に
よ
る
確
実
な
財
政
の
再
生
が
求

め
ら
れ
ま
す
。

有
田
川
町
の
現
状

①
実
質
赤
字
比
率

一
般
会
計
な
ど
の
実
質
赤
字

額
の
標
準
財
政
規
模
に
対
す
る

割
合
を
示
す
指
標
。
平
成
30
年
度

（
2
0
1
8
年
度
）
決
算
で
は
、

実
質
収
支
額
が
黒
字
の
た
め
、
赤

字
額
は
あ
り
ま
せ
ん
。

②
連
結
実
質
赤
字
比
率

一
般
会
計
な
ど
に
加
え
、
公
営

企
業
会
計
を
含
め
た
全
て
の
会
計

の
実
質
赤
字
額
の
標
準
財
政
規
模

に
対
す
る
割
合
を
示
す
指
標
。
①

と
同
様
、
赤
字
額
は
あ
り
ま
せ
ん
。

③
実
質
公
債
費
比
率

公
債
費
（
借
入
金
の
元
利
償
還

金
）
の
水
準
を
測
る
指
標
で
、
一

般
会
計
な
ど
が
負
担
す
る
全
て
の

会
計
の
公
債
費
の
標
準
財
政
規
模

に
対
す
る
比
率
。

交
付
税
算
入
率
の
高
い
有
利
な

起
債
を
中
心
と
し
て
発
行
し
て
い

る
が
、
合
併
特
例
債
や
公
共
下
水

道
事
業
に
係
る
地
方
債
の
元
利
償

還
金
が
増
加
傾
向
に
あ
る
た
め
、

比
率
が
１.

３
ポ
イ
ン
ト
上
が
り

ま
し
た
。

④
将
来
負
担
比
率

一
般
会
計
な
ど
に
加
え
、
公
営

企
業
会
計
・
一
部
事
務
組
合
・
広

域
連
合
・
土
地
開
発
公
社
・
第
三

セ
ク
タ
ー
な
ど
を
含
め
た
負
債
の

う
ち
、
一
般
会
計
な
ど
が
将
来
負

担
す
べ
き
実
質
的
な
負
債
の
標
準

財
政
規
模
に
対
す
る
割
合
を
示
す

指
標
。

銀
行
等
資
金
の
繰
り
上
げ
償
還

を
実
施
し
、
地
方
債
残
高
が
減
少

し
た
こ
と
で
６.

４
ポ
イ
ン
ト
改

善
さ
れ
た
が
、
今
後
も
計
画
的
な

事
業
の
実
施
に
よ
っ
て
地
方
債
残

高
の
抑
制
が
必
要
で
す
。

⑤
資
金
不
足
比
率

公
営
企
業
会
計
の
資
金
不
足
額

の
事
業
規
模
に
対
す
る
比
率
。
平

成
30
年
度
（
2
0
1
8
年
度
）
も

全
て
の
公
営
企
業
会
計
に
資
金
不

足
が
生
じ
て
い
ま
せ
ん
。

18
11

8.

4

{

◆
◆
◆

11
月
の
行
政
相
談

●
11
月
20
日
（
水
）

・
金
屋
文
化
保
健
セ
ン
タ
ー
　 

9
時
〜
12
時

問
総
務
課
（
吉
備
庁
舎
）

◆
◆
◆

児
童
虐
待
は
社
会
全
体
で

解
決
す
べ
き
問
題
で
す

11
月
は「
児
童
虐
待
防
止
推
進
月
間
」で
す
。

●
児
童
虐
待
と
は
／
4
種
類
に
分
類
さ

れ
、
例
と
し
て
は
次
の
よ
う
な
も
の
が

あ
り
ま
す
。

・
身
体
的
虐
待
／
殴
る
・
蹴
る
・
や
け
ど

を
さ
せ
る
・
激
し
く
揺
さ
ぶ
る
な
ど

・
性
的
虐
待
／
子
ど
も
へ
の
性
的
行
為
、

性
的
行
為
を
見
せ
る
な
ど

・
心
理
的
虐
待
／
言
葉
に
よ
る
脅
し
、
無

視
、
兄
弟
間
で
の
差
別
的
扱
い
、
子
ど

も
が
D
V
を
目
撃
す
る
な
ど

・
ネ
グ
レ
ク
ト
／
適
切
な
衣
食
住
の
世
話

を
し
な
い
、
病
気
に
な
っ
て
も
病
院
へ

連
れ
て
行
か
な
い
な
ど

●
「
も
し
か
し
て
」
と
思
っ
た
ら
連
絡
を

「
虐
待
を
受
け
た
と
思
わ
れ
る
子
ど
も

が
い
る
」「
自
分
自
身
が
出
産
や
子
育
て

に
悩
ん
で
い
る
」「
子
育
て
に
悩
む
親
が

い
る
」な
ど
の
場
合
は
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

な
お
、
連
絡
者
や
連
絡
内
容
に
関
す
る
秘

密
は
守
ら
れ
ま
す
。

●
連
絡
先

・
児
童
相
談
所
全
国
共
通
ダ
イ
ヤ
ル

☎
１
８
９

・
有
田
川
町
家
庭
支
援
総
合
セ
ン
タ
ー

☎
０
８
０
‐
８
９
４
１
‐
５
１
３
７

問
家
庭
支
援
総
合
セ
ン
タ
ー（
金
屋
庁
舎
）

◆
◆
◆

有
田
地
方

国
登
録
有
形
文
化
財
め
ぐ
り

有
田
地
方
に
所
在
す
る
国
の
登
録
有
形

文
化
財
に
つ
い
て
、
有
田
市
・
湯
浅
町
と

の
共
催
で
公
開
し
ま
す
。
公
開
文
化
財

は
、
紀
州
み
か
ん
産
業
の
始
ま
り
と
言
わ

れ
る
伊
藤
家
、
戦
時
中
は
軍
の
宿
舎
に
も

な
っ
た
湯
浅
小
学
校
講
堂
、
天
保
11
年

（
１
８
４
０
年
）
創
業
の
造
り
酒
屋
で
あ

る
髙
垣
酒
造
で
す
。
ご
興
味
の
あ
る
方
は

ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

●
公
開
日
／
11
月
30
日
（
土
）

●
公
開
文
化
財
・
公
開
時
間

①
伊
藤
家
住
宅
（
有
田
市
糸
我
町
）
13
時

〜
14
時

②
湯
浅
小
学
校
講
堂
（
湯
浅
町
湯
浅
）
14

時
30
分
〜
15
時

③
髙
垣
酒
造
（
有
田
川
町
小
川
）
15
時
30

分
〜
16
時
30
分

●
申
し
込
み
方
法
／
社
会
教
育
課
ま
で
電

話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。そ
の
際
、

見
学
希
望
の
文
化
財
番
号
を
お
伝
え
く

だ
さ
い
。

●
申
込
締
切
日
／
11
月
18
日
（
月
）

※
申
し
込
み
多
数
の
場
合
は
抽
選
を
行
う

こ
と
が
あ
り
ま
す
。

問
社
会
教
育
課
（
金
屋
庁
舎
）

◆
◆
◆

令
和
元
年
分 

年
末
調
整
説
明
会
・

消
費
税
軽
減
税
率
制
度
説
明
会

令
和
元
年
分
の
年
末
調
整
の
し
か
た
、
法

定
調
書
な
ど
の
提
出
お
よ
び
消
費
税
軽
減
税

率
制
度
に
つ
い
て
、
説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。

●
日
時
／
11
月
18
日
（
月
）
10
時
〜
12
時

●
対
象
者
／
有
田
川
町
民
の
方

●
会
場
／
湯
浅
納
税
協
会
3
階
会
議
室

（
湯
浅
町
湯
浅
２
４
３
０
‐
７
７
）

●
主
催
／
湯
浅
税
務
署
・
公
益
社
団
法
人

湯
浅
納
税
協
会

問
湯
浅
税
務
署
　
☎
６
３
‐
５
３
５
１

4



29

）
金
（
日

和
令
／
日
験
試
・

2

）
年
０
２
０
２
（
年

1
月
5

は
た
ま）
日
（日

1
月
6

）
月
（日

日
る
す
定
指
の

和
令
／
格
資
・

2

）
年
０
２
０
２
（
年

4

月
1

で
在
現
日

15

上
以
歳

17

の
満
未
歳

秀
優
績
成
。
者
業
卒
校
学
中
、
で
子
男

に
ど
な
動
活
部
・
動
活
会
徒
生
つ
か
者

長
校
学
、
め
収
を
績
実
な
著
顕
て
い
お

。
者
る
き
で
薦
推
が

●

】
般
一
【
集
募
の
徒
生
校
学
科
工
等
高

／
間
期
付
受
・

11
月
1

2

）
年
０
２
０
２
（
年

1
月
6

）
月
（
日

和
令
／
日
験
試
・

2

）
年
０
２
０
２
（
年

1
月
18

）
土
（
日

和
令
／
格
資
・

2

）
年
０
２
０
２
（
年

4

月
1

で
在
現
日

15

上
以
歳

17

の
満
未
歳

。
者
業
卒
校
学
中
で
子
男

●

会
明
説
集
募
種
各

所
内
案
集
募
田
有
／

日
平
で

9

17
時
30

施
実
時
常
に
分

中

部
本
力
協
方
地
山
歌
和
隊
衛
自
省
衛
防

 町
崎
宮
市
田
有
（
所
内
案
集
募
田
有1

0
6
‐
2
）　

１
３
６
６
‐
２
８
☎

　

E-m
ail  recruit1-w

akayam
a@
pco.

m
od.go.jp

11
・
12

は
月

間
月
化
強
理
整
納
滞
同
合

切
大
る
え
支
を
り
く
づ
ち
ま
、
は
税
町

内
期
納
、
は
で
町
川
田
有
。
す
で
源
財
な

滞
、
ち
保
を
平
公
の
と
人
た
れ
さ
付
納
に

山
歌
和
・
県
、
に
め
た
る
図
を
消
解
の
納

、
で
同
合
と
構
機
収
回
税
方
地

11

と
月

12、
て
し
と
間
月
化
強
理
整
納
滞
同
合
を
月

。
す
ま
み
組
り
取
に
保
確
収
税

べ
る
め
納
来
本
、
と
る
す
納
滞
を
金
税

れ
け
な
し
付
納
を
金
滞
延
に
他
の
金
税
き

す
置
放
ま
ま
た
し
納
滞
。
ん
せ
ま
り
な
ば

に
思
意
の
者
納
滞
き
づ
基
に
律
法
、
と
る

産
財
ど
な
産
動
不
や
与
給
、
く
な
り
わ
関

分
処
納
滞
の
ど
な
売
公
や
え
さ
押
し
差
の

に
内
期
納
、
で
の
る
な
に
と
こ
る
け
受
を

。
い
さ
だ
く
て
し
税
納

）
舎
庁
備
吉
（
課
務
税

間
週
る
え
考
を
税

の
税
に
ま
さ
皆
の
民
国
、
は
で
庁
税
国

識
知
る
す
対
に
政
行
務
税
、
割
役
や
義
意

年
毎
、
め
た
く
だ
た
い
て
め
深
を
解
理
と11

月
11

ら
か
日

17

考
を
税
「
を
間
期
の
日

報
広
な
ま
ざ
ま
さ
、
て
し
と
」
間
週
る
え

。
す
ま
い
て
し
施
実
を
動
活

ラ
ド
、
も
て
い
つ
に
務
業
の
ど
な
収
徴

て
し
介
紹
く
す
や
り
か
分
で
て
立
仕
マ

、
た
ま
。
す
ま
い

T
w
i
t
t
e
r
や

Y
o
u
T
u
b
e

の
ど
な

S
N
S

使
を

り
取
も
に
ど
な
信
発
の
報
情
種
各
た
し
用

w
w
w
.nta.go.jp

覧
ご
を
）

。
い
さ
だ
く

署
務
税
浅
湯

　

１
５
３
５
‐
３
６
☎

◆
◆
◆

せ
ら
知
お
の
ら
か
隊
衛
自
・
省
衛
防

目
種
各

 

集
募
の
官
衛
自

●

集
募
の
生
補
候
官
衛
自

験
試
各
（
て
じ
通
を
間
年
／
間
期
付
受
・

）
で
ま
日
前

／
日
験
試
・

11
月
16

）
土
（
日

／
格
資
・

18

上
以
歳

33

年
（
者
の
満
未
歳

せ
わ
合
い
問
お
は
て
い
つ
に
日
準
基
齢

）
い
さ
だ
く

●

】
薦
推
【
集
募
の
徒
生
校
学
科
工
等
高

／
間
期
付
受
・

11
月
1

11
月

町収入の一部とするため有料広告を掲載しています。広告



和
令

2

）
年
０
２
０
２
（
年

1

用
採
月

）
員
門
専
援
支
護
介
（員
職
勤
常
非●

種
職

員
門
専
援
支
護
介
／

●

人
定
予
集
募

／
数

1
人

●

容
内
務
職

務
業
議
会
ア
ケ
域
地
・
務
業
援
支
護
介
宅

●

格
資
験
受

和
昭
／

34

）
年
９
５
９
１
（年

4
月
2

介
、
で
人
た
れ
ま
生
に
降
以
日

た
ま
人
る
す
有
を
格
資
員
門
専
援
支
護

和
令
は

2

）
年
０
２
０
２
（
年

1
月
1取

を
格
資
員
門
専
援
支
護
介
で
点
時
日

。
人
の
み
込
見
る
す
得

第
法
員
務
公
方
地
し
だ
た
※

16

当
該
に
条。

ん
せ
ま
き
で
験
受
は
人
る
す

●

法
方
考
選

考
選
類
書
・

受
、
合
場
の
数
多
者
募
応
／

ト
ン
エ
く
だ
た
い
出
提
ご
に
時
込
申
験

。
す
ま
り
あ
が
合
場
う
行

験
試
接
面
・

／
11
月
24

。
定
予
を
）
日
（
日

担
日
後
は
て
い
つ
に
ど
な
所
場
・
間
時

。
す
ま
し
絡
連
ら
か
者
当

●

間
期
付
受
・
き
続
手
験
受

付
交
の
紙
用
込
申
・

お
で
課
援
支
寿
長
／

。）
く
除
を
日
祝
・
日
・
土
（
す
ま
し
し
渡

合
場
る
す
求
請
で
送
郵
を
紙
用
込
申

用
込
申
験
試
用
採
「
に
表
の
筒
封
、
は

、
し
き
書
朱
と
」
求
請
紙

84

を
手
切
円

求
請
で
ま
課
援
支
寿
長
、
て
し
封
同
ず

。
す
ま
き
で
も
と

類
書
出
提
・

採
員
職
勤
常
非
町
川
田
有
／

る
す
付
貼
を
真
写
顔
（
書
込
申
験
試
用

用
採
員
職
勤
常
非
町
川
田
有
・）
と
こ

明
証
を
）
み
込
見
（
得
取
格
資
員
門
専

し
写
の
類
書
る
す

法
方
み
込
し
申
・

を
項
事
要
必
に
類
書
／

込
し
申
お
で
ま
課
援
支
寿
長
、
し
入
記

郵
。）
送
郵
は
た
ま
参
持
（
い
さ
だ
く
み

た
ま
便
郵
留
書
易
簡
ず
必
は
合
場
の
送

に
表
の
筒
封
、
し
と
便
郵
録
記
定
特
は

用
採
員
職
勤
常
非
員
門
専
険
保
護
介
「

。
い
さ
だ
く
て
し
き
書
朱
と
」
込
申
験
試

つ
に
題
問
の
着
不
る
よ
に
外
以
ら
れ
こ

。
す
ま
ね
か
し
た
い
応
対
切
一
は
て
い

間
期
付
受
・

／
11
月
1

11
月

14

】
着
必
【）
木
（
日

庁
開
場
役
は
時
日
付
受
の
合
場
の
参
持
※

。
う
伴
に
時
日

●

件
条
務
勤

）
額
月
（
与
給
・

／
18
万

0
0
7

円

間
時
務
勤
・

週
／

37

5

内
以
間
時

※

ま
日
曜
金
ら
か
日
曜
月
週
毎
て
し
と
則
原

常
通
、
で

1

き
つ
に
日

7

間
時

30

で
分

8

時
30

ら
か
分

17

割
を
間
時
務
勤
で
間
の
時

勤
通
、
か
ほ
の
料
給
記
前
。
す
ま
り
振
り

。
す
ま
し
給
支
を
当
手
務
勤
過
超
と
当
手

●

間
期
用
任

和
令
は
間
期
用
任
、
則
原
／

2

）
年
０
２
０
２
（
年

1
月
1

和
令
ら
か
日

2

）
年
０
２
０
２
（
年

3
月
31

で
ま
日

●

暇
休
給
有

に
間
期
用
任
（
暇
休
次
年
／

じ
応

3

ど
な
暇
休
き
引
忌
、）
内
以
日

●

生
厚
利
福

険
保
金
年
生
厚
、
険
保
康
健
／

。
す
ま
り
あ
が
用
適
の
険
保
用
雇
び
よ
お

）
舎
庁
屋
金
（
課
援
支
寿
長

集
募
者
居
入
宅
住
営
町●

集
募

地
団
田
徳
／

1
戸

所
住
・

２
地
番
８
５
４
１
田
徳
／

考
備
・

和
昭
／

49

建
）
年
４
７
９
１
（
年

、
築

52

88

火
耐
易
簡
、
㎡

2

、
て
建
階

2
D
K

レ
イ
ト
・
室
浴
・

・

賃
家

）
定
決
り
よ
に
ど
な
況
状
得
所
（
円

●

間
期
付
受
込
申

／
11
月
5

11
月
22

）
金
（
日

。
う
伴
に
時
日
庁
開
場
役
は
時
日
付
受
※●

他
の
そ

定
規
の
定
一
ど
な
限
制
得
所
は
に
居
入
・

。
す
ま
り
あ
が

住
営
町
る
あ
に
域
地
備
吉
（
宅
住
び
き
・

直
（
し
有
を
所
住
に
町
川
田
有
は
）
宅近

6

て
め
含
を
人
本
つ
か
、）
月
カ

2で
）
む
含
を
者
約
婚
（
族
親
の
上
以
人

。
す
ま
り
な
と
象
対
が
方
る
き
で
居
入

。
す
ま
し

の
例
条
町
、
は
後
け
付
け
受
み
込
し
申
・

。
す
ま
し
定
決
を
者
居
入
り
よ
に
定
規

）
舎
庁
備
吉
（
課
設
建

広告 広告に関するお問い合わせは、株式会社 和歌山毎日広告社（☎ 073-423-9291 FAX073-428-2403）



◆
◆
◆

は
」
度
制
知
通
人
本
「

す
で
度
制
る
守
を
報
情
人
個
の
た
な
あ●

？
度
制
な
ん
ど

民
住
や
本
謄
籍
戸
、
は
度
制
知
通
人
本

外
以
人
本
を
書
明
証
の
ど
な
し
写
の
票

の
外
以
人
理
代
は
た
ま
人
理
代
の
人
本
（

し
録
登
、
に
合
場
た
し
付
交
に
）
者
三
第

す
せ
ら
知
お
を
事
た
し
付
交
に
人
本
ご
た

。
す
で
度
制
る

●

？
の
る
あ
が
果
効
な
う
よ
の
ど

正
不
、
で
と
こ
る
す
せ
ら
知
お
に
人
本

ま
。
す
ま
り
が
な
つ
に
明
究
期
早
の
係
関

ま
高
が
性
能
可
る
す
覚
発
が
得
取
正
不
た

効
る
す
止
抑
を
求
請
正
不
、
ら
か
と
こ
る

。
す
ま
れ
ま
込
見
が
果●

き
続
手
の
録
登

な
証
許
免
転
運
へ
口
窓
録
登
、
は
録
登

ち
持
お
を
印
め
認
と
類
書
認
確
人
本
の
ど

と
方
る
す
録
登
び
よ
お
状
任
委
、
は
合
場

。
す
で
要
必
が
類
書
認
確
人
本
の
人
理
代

・）
舎
庁
備
吉
（
課
民
住
／
口
窓
録
登
・

清
・）
舎
庁
屋
金
（
課
祉
福
ぎ
ら
す
や

室
祉
福
民
住
局
政
行
水

）
舎
庁
備
吉
（
課
民
住

路
道
坊
御
浅
湯

南
田
有

IC

せ
ら
知
お
の
鎖
閉
口
入

路
道
坊
御
浅
湯

4

の
事
工
幅
拡
化
線
車

南
田
有
、
め
た

IC

方
坊
御
・
浜
白
（
口
入

。
す
ま
れ
さ
鎖
閉
が
）
き
行
面

、
は
方
の
し
越
お
へ
面
方
坊
御
・
浜
白道

国

42

川
広
、
上
の
用
利
ご
を
号

IC

ご
を

南
田
有
お
な
。
い
さ
だ
く
用
利

IC

に
口
出

。
す
ま
き
で
用
利
り
通
常
通
は
て
い
つ●

間
期
鎖
閉
日
終

／
12
月
1

）
日
（
日

9

2

）
年
０
２
０
２
（
年

3
月

1

）
日
（
日

6
時

和
令
※

2

）
年
０
２
０
２
（
年

3
月
3
日

4
月
3

、
は
間
期
の
）
金
（
日の

日
曜
木
・
火
週
毎

21

朝
翌
ら
か
時

6延
順
り
よ
に
天
荒
。
鎖
閉
間
夜
で
ま
時

2
年

）
年
０
２
０
２
（

4
月
17

朝
）
金
（
日

6

。
長
延
を
間
期
鎖
閉
間
夜
で
ま
時

社
支
西
関
）
株
（
路
道
速
高
本
日
西

 

所
務
事
事
工
山
歌
和

　

‐
３
７
０
☎

０
１
８
７
‐
４
７
４

第三者

有田川町役場

登録している
A さん

① Aさんと
　 B さんの
　戸籍・住民票
　などを請求

② Aさんの
　 B さんの
　戸籍・住民票
　などを交付 登録していない

B さん

登録者には、
第三者に戸籍・住民
票などを交付した
事実を通知します。

事前登録をしてい
ない場合、通知は
行いません。

制度の
イメージ

編集後記
やすらぎふれあい

フェスタの取材をし
ていて、「バナナのパ
パはパパバナナ～♪」
の童謡を聞いたとき、
そんなに聞きなれた
音楽でないはずなの
にすぐ歌えた自分が
いました。これが幼
いころの記憶という
やつですね…。

（とても懐かしい気持ち
　西岡紗希）

このコーナーでは、日常生活で使う手話を紹介します。

手話にチャレンジ！
「よろしくお願いします」

②
手を開き、頭
を下げながら、
手を前に出す。

（「お願い」を表現）

※手話は、使う人やコミュニケーションをとる相手などによって異なるため、
　ここで紹介している手話と違う表現を使うことがあります。

第 9 回

①
右手のこぶしを
鼻にあてる。
（「よろしく」を表現）

4

広告 広告に関するお問い合わせは、株式会社 和歌山毎日広告社（☎ 073-423-9291 FAX073-428-2403）



10
月
6
日
（
日
）、地
域
交
流
セ
ン
タ
ー

（
A
L
E
C
）
で
「
や
す
ら
ぎ
ふ
れ
あ
い

フ
ェ
ス
タ
」
を
開
催
し
ま
し
た
。
イ
ベ
ン

ト
で
は
、
新
井
宗
平
さ
ん
・
咲
さ
ん
、
山

本
か
ず
み
さ
ん
に
よ
る
講
演
会
の
ほ
か
、

つ
く
し
共
同
作
業
所
・
コ
ス
モ
ス
作
業
所

に
よ
る
舞
台
発
表
、
き
び
福
祉
太
鼓
の
演

奏
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。
ま
た
会
場
は
、

有
田
圏
域
の
作
業
所
に
よ
る
物
品
販
売
や

作
業
所
な
ど
の
皆
さ
ま
が
作
っ
た
作
品
展

示
、「
さ
を
り
織
り
」
の
体
験
や
「
フ
ラ

イ
ン
グ
デ
ィ
ス
ク
」
の
ス
ポ
ー
ツ
体
験
で

に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

講
演
会
の
講
師
と
し
て
お
越
し
い
た
だ

い
た
新
井
宗
平
さ
ん
は
元
N
H
K
教
育
テ

レ
ビ
「
た
の
し
い
き
ょ
う
し
つ
」
の
〝
歌

の
お
兄
さ
ん
〞。〝
歌
の
お
姉
さ
ん
〞
と
し

て
活
動
す
る
山
本
か
ず
み
さ
ん
と
と
も
に
、

童
謡
な
ど
を
参
加
者
と
一
緒
に
歌
っ
て
く

れ
ま
し
た
。
講
演
会
の
中
盤
で
は
新
井
宗

平
さ
ん
の
娘
で
ダ
ウ
ン
症
の
咲
さ
ん
も
ス

テ
ー
ジ
に
。
咲
さ
ん
が
歌
詞
を
書
い
た
と

4

1

10

11 13

30

3

11 各イベントなどの詳細は、
☎ 52-2111 にご連絡いただくか、
【　】内の担当までお問い合わせください。

4



　

い
用
に
き
炊
煮
て
し
か
生
を
徴
特
の
石
滑
、
は
に
代
時
倉
鎌

で
域
地
の
ど
は
鍋
石
。
た
し
ま
い
て
れ
ら
作
く
多
数
が
鍋
石
る

限
に
域
地
る
き
で
取
採
が
石
滑
、
く
な
は
で
け
わ
た
れ
ら
作
も

あ
で
地
産
生
の
時
当
が
県
口
山
や
県
崎
長
に
主
、
り
お
て
れ
ら

西
、
は
鍋
石
た
れ
ら
作
で
こ
そ
。
す
ま
い
て
れ
ら
知
が
と
こ
る

お
て
れ
さ
見
発
ら
か
跡
遺
の
地
各
本
日
た
し
と
心
中
を
本
日

。
す
ま
い
て
し
明
判
が
と
こ
た
い
て
し
通
流
て
し
と
品
商
、
り

の
区
地
野
糸
も
で
内
町

成
道
寺

さ
と
た
し
在
存
て
つ
か
に
辺
周

る
れ

湯
浅
宗
光
館
跡

。）
右
真
写
（
す
ま
い
て
れ
さ
集
採
ら
か

い
て
れ
さ
認
確
く
多
が
と
こ
る
い
て
れ
さ
用
利
再
て
え
変
を

品
製
石
滑
の
ど
な
石
温
や
鍋
石
る
け
お
に
代
時
倉
鎌
。
す
ま

寺
や
館
、
は

力
有
ど
な
院

し
係
関
が
者

考
と
た
い
て

遺
る
れ
ら
え

見
発
ら
か
跡

と
こ
る
れ
さ

当
、
く
多
が

は
て
し
と
時

具
道
な
重
貴

ら
か
中
の
品
土
出
に
れ
ま
く
ご
、
と
る
す
を
査
調
掘
発
の
跡
遺

明
、
で
の
も
る
れ
ら
え
考
と
石
温
は
左
真
写
。
す
ま
り
あ
が
と
こ

調
掘
発
う
伴
に
設
建
場
車
駐
の
）
区
地
寺
喜
歓
（
地
誕
生
人
上
恵

を
形
方
た
れ
さ
形
成
に
寧
丁
が
面
側
。
す
で
の
も
た
し
土
出
で
査

と
こ
る
あ
で
の
も
の
代
時
倉
鎌
ら
か
果
結
の
査
調
、
り
お
て
し
な

。
す
ま
い
て
し
明
判
が

め
温
、
り
あ
で
の
も
る
た
あ
に
ロ
イ
カ
帯
携
の
在
現
は
と
石
温

。
す
で
の
も
る
取
を
暖
て
れ
入
に
懐、
み
込
み
包
で
ど
な
布
を
石
た

ら
か
首
て
し
通
を
も
ひ
、
く
多
が
と
こ
る
い
て
い
開
が
穴
な
さ
小

行
修
の
昔
。
す
ま
い
て
れ
ら
え
考
と
か
い
な
は
で
の
た
い
て
げ
下

転
が
と
こ
た
い
て
れ
入
に
懐
を
石
温
に
め
た
ぐ
の
し
を
腹
空
が
僧

。
す
ま
り
あ

、
は
石
温
の
真
写

滑
石

石
滑
。
す
ま
い
て
れ
わ
使
が
石
う
い
と

ら
軟
に
常
非
、
り
あ
で
石
岩
の
質
軟
も
最
う
い
と
１
度
硬
、
は
と

特
う
い
と
る
い
て
れ
優
に
性
温
保
、
く
す
や
し
が
工
加
め
た
い
か

ウ
ロ
は
感
質
、
り
あ
が
り
触
手
た
し
ベ
ス
ベ
ス
。
す
ま
り
あ
が
徴

ら
か
と
こ
る
い
て
似
に
ク
ソ

蠟
石

。
す
ま
い
て
れ
ば
呼
も
と

の
そ

88

-

町収入の一部とするため有料広告を掲載しています。広告
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